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じ

め

に

『
貌
書
」
編
纂
の
背
景

園
史
編
纂
史
中
の
「
貌
史
」

貌
斉
革
命
と
穣
史
問
題

わ

り

に

は

じ

め

『
貌
童
日
」
は
北
斉
の
中
書
令
粂
著
作
郎
の
貌
牧
が
撰
し
た
北
貌
東
貌
史
の
正
史
で
あ
る
。
北
京
河
天
保
二
年
(
五
五
一
)
に
丈
宣
帝
高
洋
の
詔

で
編
纂
が
始
ま
り
、
天
保
五
年
(
五
五
四
)
二
一
月
に
は
紀
停
が
、
十
一
月
に
は
十
志
が
完
成
し
た
。
た
だ
し
文
宣
帝
が
尚
書
省
に
お
い
て
諸
家

の
子
孫
に
内
容
を
討
議
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

た
ち
ま
ち
不
平
を
訴
え
る
者
は
百
人
を
越
え
た
。
文
宣
帝
は
こ
れ
を
力
で
押
さ
え
込
も
う
と
す
る
が
、

つ
い
に
獄
死
者
を
出
す
に
い
た
っ
て
は

『
貌
書
』

の
施
行
を
停
止
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
孝
昭
帝
の
時
(
五
六
O

六
一
)
に
大

幅
な
改
訂
を
加
え
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
不
平
の
葺
は
止
む
こ
と
は
な
く
、

つ
い
に
「
械
史
」
と
稽
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
『
貌
書
』
は
、
早
く
か
ら
史
料
批
判
の
釘
象
と
な
っ
た
。
唐
の
劉
知
幾
は

『
史
通
』
外
篇
・
古
今
正
史
で
、
(
一
)
北

37 

斉
に
お
も
ね
り
貌
朝
を
庇
め
、
北
朝
に
釘
し
て
は
南
朝
を
庇
め
る
、
(
二
)
白
分
の
愛
憎
に
よ
っ
て
列
停
を
作
る
、
(
三
)
権
勢
に
蝿
び
、
時
の

(
i
)
 

権
力
者
の
た
め
に
佳
俸
を
作
る
、
の
三
貼
を
も
っ
て
「
械
史
」
の
理
由
と
し
た
。
清
の
超
翼
は

『
廿
二
史
割
記
』
巻
二
二
「
貌
書
多
曲
筆
」
を

十
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著
し
、
北
斉
の
高
租
高
歓
が
北
貌
末
の
権
力
掌
握
過
程
で
お
こ
な
っ
た
不
正
義
を
故
音
却
に
回
避
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
曲
筆
の
事
賓
と
し
て

い
る
。
一
方
、
四
庫
提
要
は
『
説
書
』
が
種
々
の
問
題
を
含
む
に
し
て
も
、
公
平
に
み
れ
ば
殊
更
『
貌
書
』
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
「
械
史
」
と

(
2
)
 

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
静
護
し
て
い
る
。

の
史
料
憤
値
を
検
謹
す
る
方
向
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
丈
献
向
学
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
か
ら
『
貌
童
日
』
が
史
料
に
も
と
、
、
つ
い
て
書
か
れ
た
歴
史
書
で
あ
る
こ
と
を
検
誼
し
た
一
九
三

0
年
代
の
周
一
良
氏
や
内
田
吟
風
氏
の

(
3
)
 

研
究
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
貌
圭
日
』
巻
三
一
一
高
湖
惇
お
よ
び
巻
四
八
高
允
停
の
内
容
に
検
討
を
加
え
、
高
允
と
高
歓
に
血
縁

(
4
)
 

関
係
の
な
い
こ
と
を
論
詰
し
た
漬
口
重
園
氏
の
研
究
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
業
績
で
あ
る
。

よ
っ
て
初
期
の
『
貌
書
』
研
究
も
穣
史
問
題
か
ら
出
費
し
『
貌
書
」

戦
後
の
研
究
で
燭
特
の
見
解
を
示
し
た
も
の
と
し
て
は
、
尾
崎
康
氏
の
研
究
が
あ
り
、
械
史
問
題
の
争
貼
が
個
々
の
家
柄
に
閲
す
る
こ
と
で

の
列
停
が
従
来
に
な
い
家
譜
的
要
素
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
東
貌
か
ら
北
斉
へ
の
蹄
譲
革
命
で
文
宣
帝
を
擁
立
し
た

(
5
)
 

の
は
漠
人
官
僚
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
貌
童
目
」
の
編
纂
で
は
北
斉
王
朝
の
下
で
の
貴
族
制
の
再
編
成
が
考
慮
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

近
年
で
は
新
た
な
石
刻
史
料
の
設
見
と
研
究
が
、
ま
た
『
貌
書
」
に
別
の
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
一
九
八

O
年
に
内
蒙
古
自
治
匝
呼
倫

あ
っ
た
こ
と
、
『
貌
書
」

貝
爾
盟
都
倫
春
自
治
旗
で
護
見
さ
れ
た
北
貌
太
武
帝
時
代
の
哩
仙
洞
石
刻
丈
か
ら
は
、
北
貌
で
可
寒
、
可
敦
な
る
稀
競
を
用
い
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
『
貌
書
」
巻
一

O
八
之
一
瞳
志
一
は
同
刻
丈
を
牧
録
し
て
い
な
が
ら
こ
の
栴
競
を
含
む
末
尾
の
一
丈
を
削
つ

(
6
)
 

て
お
り
、
こ
れ
は
貌
牧
が
鮮
卑
的
習
俗
を
野
卑
と
し
て
削
除
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
も
た
れ
て
い
る
。
一
九
九
五
年
に
詳
し
い
内

容
が
明
ら
か
と
な
っ
た
丈
成
帝
南
巡
碑
の
碑
陰
か
ら
も
、
『
貌
書
』
に
は
な
い
幾
つ
も
の
鮮
卑
濁
特
の
官
職
名
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
川
本
芳

(
7
)
 

昭
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
具
民
族
支
配
を
連
想
さ
せ
る
記
述
を
排
除
す
る
目
的
で
貌
牧
が
取
り
上
げ
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
最

近
で
は
松
下
憲
一
氏
が
各
種
石
刻
・
文
書
史
料
を
博
捜
し
、
東
貌
西
貌
の
初
め
ま
で
属
く
「
大
代
」
の
園
競
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認

(
8
)
 

す
る
一
方
、
『
貌
童
日
」
に
園
競
と
し
て
の
「
代
」
の
用
例
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
貌
牧
が
意
国
的
に
排
除
し
た
も
の
と
す
る
。
す
な
わ

ち
、
新
史
料
の
出
現
に
よ
っ
て
、
『
貌
圭
日
』

の
民
族
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

」
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問
題
は
な
ぜ
貌
牧
が
そ
の
よ
う
な
改
寵
を
し
た
り
、
偏
っ
た
事
賓
の
取
り
上
げ
方
を
し
た
か
で
あ
る
が
、
こ
の
貼
は

『貌童日』

の
本
質
的
な

性
格
が
何
か
と
い
う
問
題
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で

(
9
)
 

十
持
政
権
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
民
族
に
閲
す
る
記
述
に
し
て
も
同
様
の
嗣
貼
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
場
合
、
尾
崎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
東
貌
北
斉
革
命
に
お
け
る
漢
人
官
僚
の
撞
頭
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
歴
史
書
と
し
て
の

『
貌
書
』

の
均
田
制
に
閲
す
る
記
述
を
研
究
し
、
そ
れ
が
北

『貌主日』

の
編
纂
と
ど
う
か
か
わ
る
か
は
な
お
明
ら
か
で
な
い
。

の
本
質
的
な
性
格
と
そ
の
歴
史
観
で
あ
る
が
、
貌
肢
の
白
序
は
失
わ
れ
て
お
り
、
今
日
に
建

つ
く

る
「
前
上
十
志
啓
」
も
そ
れ
を
知
る
に
は
内
容
に
乏
し
く
、
「
北
史
』
巻
五
六
貌
牧
停
に
い
た
っ
て
は
た
だ
「
切
開
し
て
貌
史
を
撰
ら
し
む
」
と

そ
こ
で
本
論
が
検
討
し
た
い
の
は
、
『
説
書
』

あ
る
だ
け
で
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
論
で
は
改
め
て

『
貌
書
』
編
纂
の
経
緯
や
背
景
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

『
親
書
」
編
纂
の
背
景

貌
牧
の
字
は
伯
起
、
担
鹿
下
曲
陽
の
人
で
、
前
漢
初
め
の
貌
無
知
の
後
育
と
さ
れ
て
い
る
。
租
母
は
超
郡
の
李
氏
、
母
は
博
陵
の
崖
氏
で
、

北
貌
宣
武
帝
の
正
始
四
年
(
五
O
七
)
に
生
ま
れ
、
孝
明
帝
の
末
頃
太
撃
博
士
に
起
家
し
た
。
天
平
元
年
(
五
三
四
)
高
歌
が
立
て
た
孝
静
帝
に

従
い
鄭
都
に
移
り
束
貌
に
仕
え
た
。
若
く
し
て
文
才
を
知
ら
れ
て
い
た
が
、
文
宣
帝
高
洋
の
詔
を
受
け
『
貌
書
』
を
編
纂
す
る
に
い
た
る
に
は

二
つ
の
重
要
な
契
機
が
あ
る
。

一
つ
は
、
高
歌
の
中
外
府
主
簿
で
あ
っ
た
と
き
、
高
歎
の
長
子
高
澄
の
推
畢
を
得
て
粂
散
騎
常
侍
、
修
圃
史
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
武
定

(
川
)

二
年
(
五
四
四
)
に
改
め
て
散
騎
常
侍
、
領
晶
束
中
主
目
侍
郎
、
修
固
史
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
修
園
史
は
か
ね
て
よ
り
貌
牧
の
希
望
す
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
願
い
を
高
澄
に
取
り
つ
ぎ
賓
現
し
た
の
は
、
貌
牧
の
母
と
同
宗
の
崖
逗
で
あ
り
、
崖
逗
は
高
澄
が
最
も
信
頼
を
寄
せ
る

39 

漢
人
官
僚
で
あ
っ
た
。
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山
雀
逗
が
貌
吹
を
高
澄
に
薦
め
た
の
は
、
間
早
に
貌
肢
の
願
い
を
叶
え
て
や
る
た
め
で
は
な
い
。
武
定
二
年
は
高
澄
が
大
将
軍
、
領
中
書
監
と
な

(
日
)

り
、
郭
都
に
お
け
る
一
切
の
賞
罰
の
擢
を
掌
握
し
た
年
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
高
散
は
耳
目
陽
に
居
る
こ
と
が
多
く
、
郭
都
の
朝
政
は
孫
騰
、
司

馬
子
如
、
高
隆
之
、
高
岳
ら
動
貴
に
委
ね
て
い
た
。
興
和
元
年
(
五
三
九
)
に
な
っ
て
高
澄
を
鄭
都
に
祇
遣
し
京
畿
大
都
督
に
任
ず
る
が
、
動

貴
に
封
す
る
高
澄
の
優
位
が
確
立
し
た
の
が
こ
の
時
で
あ
る
。
武
定
初
め
に
御
史
中
尉
と
な
っ
た
崖
逗
は
、
こ
れ
以
降
高
澄
の
権
力
を
よ
り
強

固
な
も
の
と
す
る
た
め
、
盛
ん
に
司
馬
子
如
ら
動
貴
の
弾
劾
を
お
こ
な
う
。
同
時
に
崖
逗
は
山
東
士
族
の
子
弟
を
選
ん
で
御
史
と
し
、
高
澄
の

下
で
の
結
束
を
園
る
の
で
あ
る
。
貌
取
の
登
用
は
こ
の
動
き
と
連
動
す
る
も
の
で
、
山
佳
逗
は
高
澄
に
貌
取
を
薦
め
て
「
園
史
の
事
重
く
、
公
家

の
父
子
の
覇
王
の
功
業
、
皆
須
く
具
載
す
べ
き
も
、
岐
に
非
れ
ば
不
可
な
り
」
(
『
北
史
』
巻
五
六
貌
牧
惇
)
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

『
北
斉
主
日
』

巻
四
五
文
苑
・
李
唐
停
に
は
「
中
尉
崖
逗
、
御
史
を
精
選
す
る
に
皆
こ
れ
世
由
円
な
り
。
唐
濁
り
才
撃
を
以
て
御
史
、
修
園
史
を
粂
ぬ
」
と
あ
り
、

名
族
子
弟
を
御
史
と
し
、
才
的
学
あ
る
者
を
修
国
史
に
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
つ
は
と
も
に
動
貴
と
の
封
立
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
一
つ
め
の
契
機
は
、
貌
斉
革
命
で
あ
る
。
武
定
七
年
(
五
四
九
)
八
月
、
高
澄
が
不
慮
の
死
を
遂
げ
る
と
、
跡
を
継
い
で
丞
相
と
な
っ
た
同

母
弟
の
高
洋
は
、
翌
年
五
月
、
貌
の
孝
静
帝
元
善
見
の
蹄
を
受
け
て
即
位
し
、
天
保
と
改
元
し
た
。
こ
の
貌
斉
革
命
は
、
高
徳
政
や
楊
情
ら
漢

人
官
僚
の
協
力
の
下
、
婁
太
后
や
動
貴
の
反
封
を
押
し
切
っ
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
す
で
に
崖
遣
は
司
馬
子
如
や
高
隆
之
ら
の

を
き
返
し
に
あ
っ
て
失
脚
し
て
お
り
、
楊
惜
が
漢
人
官
僚
の
ま
と
め
役
と
な
っ
て
い
た
。
貌
牧
は
楊
惜
の
奏
上
に
よ
っ
て
樟
代
の
詔
冊
を
作
成

し
て
い
る
。
『
貌
書
』
編
纂
の
詔
が
下
さ
れ
た
の
は
こ
の
翌
年
で
、
こ
こ
に
も
動
貴
と
の
封
立
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
「
北
斉
書
』
巻
一
八
高
隆

之
停
に
よ
れ
ば
、
「
貌
書
』
編
纂
時
、
動
貴
の
高
隆
之
が
「
監
固
史
」
で
あ
っ
た
。

一
方
、
『
北
史
』
巻
五
六
貌
牧
停
に
は
、

平
原
王
高
隆
之
に
詔
し
、
こ
れ
を
総
監
せ
し
む
る
も
署
名
の
み
。
帝
、
牧
に
救
し
て
日
く
、
「
好
く
直
筆
せ
ん
、
我
終
に
貌
の
太
武
、
史

官
を
諒
す
る
を
作
さ
ず
」
と
。

と
あ
り
、
丈
宣
帝
は
高
隆
之
を
総
監
さ
せ
な
が
ら
署
名
の
み
と
し
て
『
貌
書
」

へ
の
介
入
を
許
さ
ず
、
さ
ら
に
北
貌
の
太
武
帝
が
固
書
事
件
で

山
住
浩
を
訴
し
た
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
拘
束
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

『貌童日』

の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
文
宣
帝
と
高
隆
之
の
聞
に
封
立
が
あ

十
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っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
で
は
な
ぜ

『
貌
童
日
』
の
編
纂
は
両
者
の
封
立
の
舞
壷
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
動
貴
に
つ
い
て
遮
べ
て
お
こ
う
。
「
動
貴
」
は
『
北
斉
書
』
等
に
見
ら
れ
る
言
葉
で
、
動
功
に
よ
っ
て
額
官
に
登
っ
た
者
を
い
う
。
多

く
は
爾
朱
柴
の
集
圏
の
中
で
頭
角
を
現
し
、
爾
朱
柴
の
死
後
、
爾
朱
氏
と
封
立
し
た
高
歓
の
側
に
つ
い
た
武
将
達
で
あ
る
。

例
え
ば
、
高
隆
之
は

『
貌
書
」
で
は
高
歎
の
従
組
弟
と
し
て
共
に
巻
三
二
高
湖
俸
に
立
停
さ
れ
て
い
る
が
、
「
北
斉
書
」
巻
一
八
に
は
高
卒

金
郷
の
徐
氏
と
い
い
、
ま
た

『
北
史
』
巻
五
四
に
は
洛
陽
の
人
で
閑
人
徐
成
の
養
子
と
も
い
い
、
そ
の
出
自
は
不
明
で
あ
る
。
明
ら
か
な
と
こ

ろ
で
は
、
北
貌
の
永
安
元
年
(
五
二
八
)
に
爾
朱
柴
配
下
の
東
南
道
行
蓋
子
障
の
行
蓋
郎
中
と
な
り
羊
侃
討
伐
に
従
軍
し
た
。
こ
の
時
や
は
り

爾
朱
築
配
下
の
親
信
都
督
で
あ
っ
た
高
歓
と
知
り
合
う
。
後
に
高
散
が
山
東
で
自
立
す
る
と
そ
れ
を
助
け
、
累
遷
し
て
井
州
刺
史
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
功
績
に
よ
っ
て
後
に
高
歌
の
従
弟
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
高
隆
之
の
出
自
は
不
確
か
で
、
漢
族
と
も
そ
う
で
な
い
と
も
判
断
の
つ
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
賭
は
高
歌
と
同
じ
で
あ

り
、
高
散
は
代
々
北
遣
に
暮
ら
し
そ
の
習
俗
は
「
蓬
に
鮮
卑
に
同
じ
」
と
さ
れ
る
(
『
北
史
』
巻
六
斉
本
紀
L
L
)
o

ま
た
爾
朱
築
集
圏
か
ら
分
か
れ

(ロ)

た
と
い
う
酷
で
は
西
貌
の
閥
臨
集
圏
と
同
根
で
あ
り
、
か
つ
て
高
散
は
風
紀
の
粛
正
を
求
め
る
社
弼
に
封
し
て
「
今
の
督
将
の
家
属
多
く
は
閥

西
に
在
り
、
黒
瀬
(
宇
文
泰
の
字
)
常
に
相
招
誘
し
、
人
情
の
去
留
未
だ
定
ら
ず
」
(
『
北
斉
童
H

』
巻
二
四
社
弼
惇
)
と
述
べ
て
い
る
。
賓
際
に
高
散

が
死
ぬ
と
、
河
南
大
行
蓋
の
侯
景
は
高
澄
を
嫌
っ
て
離
反
し
、
西
貌
に
援
軍
を
求
め
て
い
る
。
崖
遅
ら
が
弾
劾
し
た
の
は
主
に
こ
う
し
た
高
歌

世
代
の
動
貴
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
動
貴
の
性
格
を
前
提
と
し
て
、
次
ぎ
に
高
隆
之
が
つ
い
て
い
た
監
園
史
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

(
日
)

監
園
史
は
正
し
く
は
監
修
国
史
で
あ
り
、
唐
で
は
房
玄
齢
以
来
、
大
臣
が
こ
の
職
を
領
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
た
。
そ
の
起
源
は
北
朝
に

(
比
)

遡
る
と
さ
れ
て
い
る
。
唐
の
劉
知
幾
は

『
史
通
」
外
篇
・
史
官
建
置
で
「
高
斉
及
び
周
よ
り
陪
氏
ま
で
、
そ
の
史
官
の
大
臣
を
以
て
統
領
す
る

41 

者
、
こ
れ
を
監
修
と
い
う
」
と
い
い
、
そ
の
始
ま
り
を
北
斉
、
北
周
の
時
代
と
し
て
い
る
。
し
か
し
北
京
月
と
北
周
で
同
じ
も
の
が
別
々
に
始
ま

『
史
通
」
に
よ
れ
ば
、
北
貌
で
は
初
め
、
史
臣
は
常
職
で

っ
た
と
は
思
え
な
い
か
ら
、
そ
の
起
源
は
北
貌
の
末
に
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た

十

「

41 
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[表一] 北貌から北斉・北)剖の聞の監国史

十

1元天穆 代人 北貌孝荘
監園史、録尚書事、開府、世襲井兆刺史(建義

貌書14/355
初528)

2 山偉 代人
北貌節関一 修起居i主(孝明)ー領著作郎(孝荘)ー著作(節閑)

北史50/1835
東貌孝静 一覧起居、領著作(孝静)

3 陽休之 右北アlミ無終 北委理節閤 ~\!貌~)(:、李同軌等修凶史 北斉42/561

4 同i去穎 つ 北貌節関 図史典書 北史50/1835

5貌収 長E版下曲陽 北委理的関 救典起居i去、井修園史、イ哉君主中書侍郎(普泰冗 北史56/2026
年531)

6李同軌 越郡局邑 北委理的関 著作郎、典儀注、修園史 貌書84/1860

7谷纂 昌君き 東委理孝静ワ 監園史、不能有所絹綴 貌書33/782

8 陸印 代人 東貌孝静つ 中書侍郎、修図史 北斉35/469

9字文忠之 代人 東委理孝静 除中書侍郎、…後救修園史(天平初534) 貌書81/1795

10房誤 代人 東;貌孝静 侍中、監園史(天平二年536後一武定二年545前)北史55/1992

11字文忠之 代人 東貌孝静
矯安南将軍、白書右丞、{I}修史。未幾、以事除

北史50/1836
名(武定初543)

12貌牧 鉦鹿下山陽 東委理孝静
粂散騎侍郎、修図史(武定初?)、 ….iE常侍、 北史56/2028
領粂中書侍郎、の修岡史(武定二年544)

13李蹟 ?自陽 東委理孝静 粂侍御史、修園史(武定初543) 北史83/2787

14 午長選 博陵安平 東菱電孝静 度支尚書、監園史、君主右僕射。(武定五年547) 北史32/1189

15高隆之 溺i拝落 北斉文宣
以本官録尚書事、領大宗E卿、監園史(天保ー

北史18/237
年551)

16貌収 長E版下曲陽 北斉文宣 太子少博、監園史(天保八年557) 北史56/2032

17権合 l可開鄭 北斉文宣 著作、修園史、監知太史局事(阜建560前) 北斉44/592

18貌牧 鉦鹿下山陽 北斉孝昭
乗{苛中、右光旅大夫、の儀問、監史(皇建jし年

北史56/2033
560) 

19越陰 自云南陽宛 北斉武成
累蓬向書左僕射、予干州大中正、監園史(河清元 北史55/2008
年562後一武平一て年571前)

20 崖劫 束i青J可郡 北斉武成 五兵尚書、監園史 北史12/558

21 劉記Jく 主主城叢手旦 北斉武成 給事黄門侍郎、修園史 北史42/1552

22 陽休之 右北平無終 北斉後主 光旅卿、監園史(天統初565) 北斉42/562

23 張周仕虎 中山北千 北斉後主 監園史(武平四年573前〕 北斉44/594

24 王自告 北海劇 北斉後主 {多国史(天統末596) 北史24/891

25 重車i磐 会E鹿下曲陽 北斉後主 輿李徳林倶修園史(武平四年553後) 陪書58/1416

26 李徳林 博陵安平 北望号後主 除中書侍郎、{I}詔修図史(武平四年573後) 北史72/2505

27 崖季合f 博陵安平 北斉後-t 加特進、監園史(武平同年573後) 北史32/1185

28 市且挺 /11陽j箪 北予干後主 f司書左僕射、監園史、加特進(武平四年573後) 北史39/519
29 李公緒 越郡平林 東菱電北斉 除殿中侍御史、修園史 北史33/1212

30 棺煮 高平金郷 北委理孝武
粂中書舎人、修図史、加鎮軍将軍(孝武帝入悶

周書38/687
時534)

31 元学 代人 北貌孝武
除(~l書左僕射、扶風郡玉、尋監園史(孝武帝入

北史16/614
閣時534)

32 楼大伐 代人 西貌文帝 詔領著作郎、監修園史事(大統冗年535) 北史書201757

33 蘇売 武功 西委理文帝 除中書転、領著作、修凶史(大統八年542後) 胎l書38/678
34 醇寅 i可束i分陰 西菱電廃帝 領著作佐郎、修園史(廃帝jじ年552) 周書38/685

35 李示週 頓丘臨貰 西委理 丞相府日己室参軍、著作郎、修圏史 周書38/686

36 冠遵考 上谷昌子 北周
授発11伯中大犬、車事司成中大夫、除f史持節、大将 1::;各家曇遺文
軍、専修岡史(武成二年560後) 績編

37 柳敏 1可東解豚 北)剖武帝 遷小宗伯監修園史(建徳六年577前) 胎l書32/561
38 鄭冗持、 焚開封 北周官帝 監園史 陪書38/1136

39 張反 1可閲鄭 北周 百j成中大夫、典園史 F青書46/1261

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中

ー「

N
C
(
)
日

c
a
 
国

王事
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去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中
日
宍
)
日
・
c
a
E
待

ー「

は
な
か
っ
た
が
、
後
に
秘
書
省
に
著
作
局
が
置
か
れ
著
作
郎
一
一
人
と
著
作
佐
郎
四
人
が
配
置
さ
れ
、
う
ち
一
人
な
い
し
は
二
人
が
修
史
を
捨
っ

た
。
さ
ら
に
北
貌
末
の
普
泰
元
年
(
五
三
一
)
以
後
、
別
に
修
史
局
が
設
け
ら
れ
、
六
人
の
定
員
が
置
か
れ
た
。
恐
ら
く
貌
牧
が
つ
い
た
修
固

の
場
合
も
貌
牧
の
他
に
、
通
直
常
侍
房
延
祐
、
司
空
司
馬
辛
元
植
、
因
子
博
士
弓
柔
、
斐
昂
之
、
向
圭
日
郎
高
孝

(
日
)

幹
ら
五
人
の
史
臣
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
監
園
史
が
修
園
史
を
線
監
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
そ
の
起
源
は
北
貌
末
に
修
史
局
が

史
は
こ
れ
で
あ
り
、
『
貌
書
」

置
か
れ
た
頃
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
で
北
貌
か
ら
北
斉
・
北
周
末
ま
で
の
監
固
史
を
調
べ
た
の
が
【
表
ニ

で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、

や
は
り
監
園
史
は
北
貌
末
の
爾
朱

楽
の
時
代
に
遡
り
、
管
見
の
限
り
で
は
元
天
穆
に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
東
貌
・
西
貌
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

元
天
穆
は
這
武
帝
の
曾
組
平
丈
帝
の
子
孫
で
あ
る
が
、
北
貌
の
孝
丈
帝
が
王
一
爵
を
這
武
帝
以
降
の
子
孫
に
限
っ
て
か
ら
は
一
万
氏
と
は
い
え

「
疏
属
」
と
な
っ
た
(
『
貌
書
」
巻
一
四
紳
元
平
文
諸
帝
子
孫
惇
)
。
元
天
穆
は
六
鎮
の
乱
の
時
に
爾
朱
柴
と
出
合
固
い
そ
の
腹
心
と
な
る
。
や
が
て

爾
朱
築
が
孝
荘
帝
を
立
て
る
と
上
黛
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
葛
柴
討
伐
で
動
功
を
立
て
た
後
「
監
固
史
」
と
な
っ
た
。

す
る
と
、

一
瞳
、
元
天
穆
が
な
ぜ
監
圃
史
と
な
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て

『
貌
童
日
』
巻
八
一
山
偉
俸
に
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。

国
史
、
部
淵
よ
り
、
崖
深
(
こ
の
二
字
桁
文
)
、
崖
浩
、
十
口
同
允
、
李
彪
、
崖
光
以
還
、
諸
人
相
継
い
で
撰
録
す
。
泰
儒
及
び
偉
等
、
上
黛
王

お

も

ね

ま

さ

天
穆
及
び
爾
朱
世
隆
に
諮
り
説
く
に
、
以
て
園
書
の
正
麿
に
代
人
の
修
絹
す
べ
く
、
宜
し
く
こ
れ
を
徐
人
に
委
ぬ
べ
か
ら
ず
と
篇
す
。

か

日
疋
を
以
て
備
、
偉
等
更
わ
り
て
大
(
文
つ
)
籍
を
主
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
爾
朱
柴
の
時
代
、
国
史
の
編
纂
は
代
人
が
自
ら
捨
う
べ
き
だ
と
す
る
主
張
が
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
主
張
は
元
天
穆
や
爾
朱

世
隆
の
意
向
を
汲
む
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

43 

こ
う
し
て
み
る
と
、
元
天
穆
や
爾
朱
世
隆
ら
は
従
来
漠
人
が
捨
っ
て
き
た
園
史
に
満
足
せ
ず
、
歴
史
を
見
直
そ
う
と
す
る
意
向
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
元
天
穆
の
墓
誌
に
は
監
園
史
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
貌
は
奮
邦
と
難
も
、
革
命
唯
新
、
王
業
製
難
に
し
て
、
事
は

十

「
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去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中
日
宍
)
日
・

c
a
E
待

ー「
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(
日
目
)

草
創
に
同
じ
」
と
あ
り
、
新
王
朝
を
樹
立
し
た
の
と
同
じ
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
天
穆
が
監
園
史
と
な
り
、
代
人
が

修
史
を
濁
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
革
命
意
識
と
か
か
わ
り
自
分
た
ち
の
陪
史
観
で
固
史
を
作
ろ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
影
響
は
相
首
長
く
績
い
た
よ
う
で
、
山
偉
俸
に
は
先
の
丈
に
績
け
て
、

も
と

守
奮
の
み
に
し
て
、
初
よ
り
遮
著
無
し
。
故
に
崖
鴻
の
死
後
、
偉
の
身
の
終
わ
る
ま
で
、

ト
民
?
レ

さ
ず
、
後
人
執
筆
す
る
に
、
患
撮
す
る
所
無
し
。
史
の
遺
閥
、
偉
の
由
な
り
。

二
十
許
載
、
時
事
蕩
然
と
し
て
、
高
に
一
を
記

と
あ
る
。
山
偉
の
浸
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
崖
鴻
が
死
ん
だ
の
は
孝
昌
の
初
め
(
五
二
五
)
頃
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
と
い
う
と
貌

牧
が
修
園
史
に
な
っ
た
時
期
に
近
い
。
そ
う
す
る
と
崖
遅
が
「
園
史
の
事
重
し
」
と
し
て
貌
牧
を
修
圃
史
に
つ
け
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
修
園

史
を
代
人
に
握
ら
れ
て
い
た
肱
況
を
覆
そ
う
と
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
監
国
史
で
あ
る
が
、
知
り
う
る
事
例
が
少
な
い
も
の
の
、
【
表
ニ

(
U
)
 

の
7
の
谷
纂
は
山
偉
ら
と
同
じ
立
場
の
人
物
で
あ
り
、

刊
の
房

諜
は
代
人
で
あ
る
o

M
で
崖
遅
が
監
国
史
に
な
っ
て
い
る
が
、
『
北
史
」
巻
三
二
崖
挺
惇
附
遅
停
に
は
「
一
紳
武
崩
じ
、
未
だ
喪
を
護
せ
ず
、
丈

裏
、
遣
を
以
て
度
支
尚
書
と
矯
し
、
国
史
を
監
せ
し
め
、
右
僕
射
を
兼
ね
、
委
ぬ
る
に
心
腹
の
寄
を
以
て
す
。
」
と
あ
り
、
高
歎
死
後
、
喪
が

護
せ
ら
れ
る
聞
の
特
殊
な
賦
況
を
利
用
し
て
雇
逗
を
監
園
史
に
に
つ
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
そ
の
後
で
雇
逗
を
失
脚
さ
せ
た
高
隆
之
が

監
国
史
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
時
な
お
依
然
と
し
て
漢
人
が
修
史
を
掌
握
す
る
こ
と
へ
の
反
護
は
強
か
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
高
隆
之
以
降
は
監
圃
史
に
せ
よ
修
園
史
に
せ
よ
代
人
が
一
人
も
い
な
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
ほ
と
ん
ど
を
山
東

士
族
が
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
貌
斉
革
命
を
境
に
し
て
修
史
の
事
業
は
完
全
に
漢
人
と
り
わ
け
山
東
士
族
の
手
に
掌
握
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
貌
書
』
は
ま
さ
に
そ
の
轄
換
に
現
れ
た
歴
史
書
で
あ
り
、
む
し
ろ
上
遮
の
編
纂
の
経
緯
か
ら
す
る
と
、
貌
牧
が

『
貌
童
日
」
を
編
纂
す
る
こ
と
で
こ
の
轄
換
が
果
た
さ
れ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
貌
書
』
編
纂
の
背
景
に
は
、
代
人
と
漢
人
の
歴
史
観
を
め
ぐ
る
封
立
が
あ
り
、
「
貌
童
日
』
は
一
方
的
に
山
東
士
族
の
立
場
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か
ら
書
か
れ
た
一
幣
史
書
で
あ
る
と
い
え
る
。
問
題
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
一
幣
史
観
の
釘
立
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
が
、
こ
の
貼
を
考
え
る
に
は
そ

れ
ま
で
の
北
貌
の
国
史
編
纂
が
ど
の
よ
う
な
悟
史
観
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
か
を
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
章
で
は
こ
の
貼
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
で
雨
者
の
歴
史
観
の
遣
い
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

圃
史
編
纂
史
中
の

「
規
史
」

北
貌
に
お
け
る
固
史
編
纂
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
『
北
史
』
巻
五
六
貌
牧
停
に
そ
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

始
め
、
貌
初
、
部
彦
海
、
代
記
十
絵
巻
を
撰
り
、
そ
の
後
日
住
浩
、
史
を
典
り
、
準
(
雅
・
高
)
允
・
程
駿
・
李
彪
・
星
光
・
李
淡
之
、
郎

知
(
こ
の
二
字
桁
文
)
世
々
そ
の
業
を
修
む
。
浩
、
編
年
瞳
を
矯
し
、
彪
、
始
め
て
紀
・
表
・
志
・
停
を
分
作
す
る
も
、
書
な
お
未
だ
出

で
ず
。
官
一
武
の
時
、
耶
駒
山
に
命
じ
て
孝
文
起
居
注
を
追
撰
せ
し
め
、
書
は
太
和
十
四
年
に
至
る
。
又
崖
鴻
、
王
遵
業
に
命
じ
て
こ
れ
を
補

績
せ
し
め
、
下
は
孝
明
に
誌
ぴ
、
事
甚
だ
委
悉
あ
り
。
済
陰
王
障
業
、
排
宗
室
録
三
十
巻
を
撰
る
。
牧
、
是
に
於
い
て
通
直
常
侍
房
延
一
晴
、

司
空
司
馬
辛
元
植
、
因
子
博
士
弓
柔
、
斐
昂
之
、
尚
書
郎
高
孝
幹
と
博
線
酪
酌
し
、
以
て
貌
書
を
成
す
。

右
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
安
定
の
部
淵
(
彦
海
は
字
)
の

『
代
記
』
十
絵
巻
が
あ
り
こ
れ
が
貌
史
編
纂
の
出
護
黙
と
な
っ
た
。
以
後
、
代
々
漠
人
に

そ
の
事
業
が
引
き
縫
が
れ
る
が
、
そ
の
中
で
劃
期
を
な
す
の
は
太
武
帝
の
時
代
に
清
河
の
崖
浩
が
編
年
瞳
の
貌
史
を
編
纂
し
た
こ
と
と
、
孝
丈

帝
の
時
代
に
頓
正
の
李
彪
が
紀
惇
瞳
に
改
め
た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

つ
い
に
そ
の
書
は
出
な
か
っ
た
と
い
う
。
官
一
武
帝
以
降
で
は

居
注
」
と

『
排
宗
室
録
」
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
史
書
と
い
う
よ
り
も
資
料
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
孝
文
帝
以
降
、
北
京
月
の
初
め

45 

に
「
貌
童
日
』
が
で
き
る
ま
で
、
北
貌
の
圃
史
編
纂
は
停
滞
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

部
淵
の
「
代
記
」
に
つ
い
て
は
『
貌
書
」
巻
二
四
部
淵
俸
に
「
太
組
、
淵
に
詔
し
固
記
を
撰
ら
し
む
。
淵
、
十
絵
巻
を
遣
る
も
、
た
だ
年
月
、

な
ら

起
居
、
行
事
を
次
ぶ
の
み
、
未
だ
抽
恒
例
有
ら
ず
」
と
あ
る
。
近
年
、
田
鈴
慶
氏
は

(
国
)

部
淵
と
し
、
「
代
歌
」
と
「
代
記
」
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
貌
童
日
』
巻
一

O
九
栄
志
に
い
う
「
異
人
代
歌
」
の
撰
者
を

十
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披
庭
中
、
異
人
代
歌
を
歌
い
、
上
は
租
宗
の
開
基
の
由
る
所
を
絞
べ
、
下
は
君
臣
の
廃
興
の
跡
に
及
び
、
凡
そ
一
百
五
十
章
、
昏
長
こ
れ

を
歌
い
、
時
に
統
竹
と
合
奏
す
。
郊
廟
の
宴
饗
ま
た
こ
れ
を
用
う
。

と
あ
り
、
こ
れ
が
「
代
記
」
の
資
料
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。
鮮
卑
語
で
歌
わ
れ
た
「
代
歌
」
を
部
淵
の
撰
と
す

る
の
は
疑
問
が
残
る
が
、
部
淵
の
固
記
が
「
代
歌
」
と
同
様
組
宗
の
開
基
に
遡
る
歴
史
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
後
に
述
べ
る
こ
と
か
ら

(
日
)

も
明
ら
か
で
あ
り
、
「
代
歌
」
が
部
淵
の
固
記
の
資
料
と
な
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

次
ぎ
に
崖
浩
の
園
史
で
あ
る
が
、
紳
廃
二
年
(
四
二
九
)
と
太
延
五
年
(
四
三
九
)
の
二
度
編
纂
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は

童
日
』
巻
三
五
崖
浩
停
に
、

初
め
、
太
姐
(
這
武
帝
)
、
向
書
郎
部
淵
に
詔
し
圃
記
十
絵
巻
を
著
さ
し
む
。
編
年
に
事
を
次
べ
、
腫
例
未
だ
成
ら
ず
。
太
宗
に
逮
び
、
廃

し
て
述
べ
ず
。
神
鹿
二
年
、
一
訊
問
し
て
諸
々
の
文
人
を
集
め
固
書
を
撰
録
せ
し
む
。
浩
及
び
弟
寛
、
高
謀
、
部
穎
、
晃
纏
、
冠
古
了
、
責
輔
等

共
に
著
作
に
参
じ
、
園
書
三
十
巻
を
殺
成
す
。

と
あ
り
、
部
淵
の
園
記
の
瞳
裁
を
整
え
る
と
と
も
に
、
明
元
帝
の
時
代
に
中
断
し
て
い
た
編
纂
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
崖
浩
の
園
史
編
纂
の
主
な

内
容
で
あ
っ
た
。
固
記
の
瞳
裁
を
整
え
る
と
は
後
掲
の
李
彪
俸
の
と
お
り
『
春
秋
』
に
準
じ
た
編
年
瞳
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
紳
鹿
二
年

の
際
に
太
武
帝
は
、
道
武
帝
の
武
功
と
明
元
帝
の
内
政
の
事
績
を
記
す
よ
う
命
じ
た
こ
と
が
、
崖
浩
停
に
引
く
太
延
五
年
の
詔
に
記
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
太
延
五
年
の
詔
で
は
、
華
北
統
一
の
功
業
を
前
書
に
繕
績
し
て
記
す
よ
う
命
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
華
北
の
覇
権
を
確
立

(
初
)

し
た
太
武
帝
が
、
中
原
進
出
以
降
の
園
史
に
閥
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
崖
浩
が
春
秋
の
瞳
裁
を
導
入
し
た
と
い

(
江
)

う
の
は
、
こ
の
頃
北
貌
に
中
華
意
識
が
芽
生
え
初
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
ぎ
に
李
彪
の
国
主
日
に
つ
い
て

「
貌
童
日
』
巻
六
二
李
彪
俸
に
は
、

成
帝
よ
り
以
来
、
太
和
に
至
る
に
、
崖
浩
・
高
允
、
園
書
を
著
述
し
、
編
年
序
録
し
て
春
秋
の
瞳
を
篇
す
も
、
時
事
を
遣
落
す
る
こ
と
、

三
に
一
存
無
し
。
彪
、
融
書
令
高
一
施
と
始
め
て
奏
し
て
遷
・
固
の
瞳
に
従
い
、
創
る
に
紀
・
停
・
表
・
志
の
目
を
潟
す
。

十
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と
あ
り
、
『
貌
書
』
巻
七
下
高
祖
紀
太
和
十
一
年
候
に
、

十
有
二
月
、
秘
書
丞
李
彪
、
著
作
郎
崖
光
に
詔
し
、
固
記
を
改
析
し
、
紀
停
の
瞳
に
依
ら
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
編
年
樫
で
あ
っ
た
園
記
を
改
訂
し
、
紀
惇
樫
に
饗
え
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
貌
圭
日
』
を
五
七
高
一
荷
停
に
引
く

李
彪
と
高
茄
の
上
奏
を
み
る
と
、

始
均
よ
り
以
後
、
成
帝
に
至
る
に
、
そ
の
間
世
数
久
遠
に
し
て
、
是
を
以
て
史
能
く
惇
え
ず
。
臣
等
疏
阻
に
し
て
、
恭
な
く
も
史
職
に
首

た
り
、
園
記
を
披
覧
す
る
に
、
窃
か
に
士
心
す
る
有
り
。
愚
謂
え
ら
く
、
王
業
の
始
基
、
庶
事
の
草
創
よ
り
、
皇
始
以
降
、
中
土
に
光
宅
す

わ

る
は
、
宜
し
く
遷
・
固
の
大
躍
に
依
り
、
事
類
は
相
従
い
、
紀
停
は
匿
別
し
、
表
志
は
殊
け
て
貫
か
し
む
。
此
の
如
く
修
綴
せ
ば
、
事
備

わ
り
墨
く
す
べ
し
。

と
あ
り
、
始
均
か
ら
成
帝
ま
で
は
史
料
が
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
成
帝
以
降
を
紀
惇
瞳
に
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
李
彪
が
み
た

園
記
は
、
崖
浩
が
作
り
高
允
ら
が
績
輯
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
崖
浩
の
固
記
は
黄
帝
の
末
育
で
尭
に
仕
え
た
と
い
う
始
均
か
ら
始
ま
っ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
崖
浩
の
園
記
も
部
淵
の
園
記
を
績
輯
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
要
す
る
に
部
淵
の
園
記
は
、
そ
れ
が
始
均
で
あ
っ

た
か
ど
う
は
と
も
か
く
、
ま
さ
に
組
宗
の
開
基
か
ら
始
ま
り
遁
武
帝
の
時
代
に
い
た
る
も
の
で
、

そ
の
後
は

『
北
史
」
貌
牧
俸
に
い
う
よ
う
に
、

代
々
そ
れ
を
縫
績
し
て
編
修
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
李
彪
は
史
料
上
の
理
由
か
ら
成
帝
以
降
を
紀
惇
瞳
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
右
の
上
表
で
注
目
さ
れ
る
賄
は
、
成
帝
以

降
で
も
皇
始
(
三
九
六
三
九
八
)
以
前
と
以
後
を
分
け
る
考
え
方
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
似
た
歴
史
観
は
太
武
帝
の
太
延
五
年
の

の
ぞ

詔
に
も
現
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
我
が
太
租
遁
武
皇
帝
、
天
人
に
協
順
し
、
以
て
不
服
を
征
し
、
期
に
麿
じ
て
乱
を
援
き
、
匝
夏
を
奄

有
す
」
(
『
貌
書
』
巻
三
五
崖
浩
惇
)
と
あ
る
よ
う
に
、
中
原
進
出
の
武
功
を
評
慣
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
封
し
て
皇
始
元
年
は
、
這
武
帝

47 

が
初
め
て
天
子
の
桂
旗
を
立
て
中
国
官
制
を
導
入
し
た
と
さ
れ
る
年
で
、
後
に
『
貌
書
』
の
瞳
志
や
霊
徴
志
、
官
氏
志
な
ど
で
も
起
黙
と
な
る

(
辺
)

年
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
皇
始
以
前
と
以
後
で
わ
け
る
こ
と
は
中
園
的
制
度
の
導
入
以
前
と
以
後
で
時
代
を
直
分
す
る
歴
史
観
で
、
遁

十

「

47 

「



L 」

48 

北朝における廟援の愛遷

太和十五年前 太和十五年後 西貌大統二年後

①紳元帝 始~di 始~di 太~di

(s平文帝 太租

⑭昭成帝 高組

⑬這武帝 7.!l品目 太品目 男!l 最~.

[表二]
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武
帝
の
中
原
進
出
の
武
功
を
評
慣
す
る
こ
と
と
は
質
的
な
達
い
が
あ
る
。
し
か
も
貌
取
の

『
貌
主
日
』
が
、
成

帝
か
ら
昭
成
帝
ま
で
を
序
紀
に
ま
と
め
、
遁
武
帝
以
後
を
一
帝
一
紀
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
上
記

の
李
彪
の
一
幣
史
観
は
ま
さ
に
「
貌
書
」
の
歴
史
観
の
先
限
を
な
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
李
彪
の
固
書
が
『
貌
童
こ
の
よ
う
な
瞳
裁
を
と
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

【
表
ニ
】

の
ご
と
く
、
道
武
帝
が
「
太
組
」
と
な
っ
た
の
は
太
和
十
五
年
(
四
九
二
の
こ
と
で
、
そ
れ
以

前
の
「
太
組
」
は
遁
武
帝
が
平
城
遷
都
後
に
廟
競
を
奉
じ
た
平
丈
帝
(
二
二
七
|
一
二
二
一
)
で
あ
り
、
遁
武
帝

は
ま
だ
こ
の
時
「
烈
組
」
で
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
李
彪
の
本
紀
が
こ
の
よ
う
な
廟
制
を
無
嗣
し
て

数字は神元帝を初代とした場合の代王の代数。

道
武
帝
以
前
と
以
後
の
瞳
裁
を
分
け
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
太
和
十
四
年
八
月
に
孝
文
帝
の
詔
を
受
け
て

ほ
ろ

お
こ
な
わ
れ
た
五
徳
の
行
次
を
め
ぐ
る
議
論
で
も
、
李
彪
と
崖
光
は
「
菅
室
の
諭
ぶ
や
、
平
丈
始
め
て
大
な

(
お
)

り
、
廟
競
太
班
、
抑
も
ま
た
由
有
り
」
(
『
貌
主
日
』
巻
一

O
八
之
一
雄
志
二
と
述
べ
て
い
る
。
平
丈
帝
と
は
拓

蹴
欝
律
で
、
序
紀
に
よ
れ
ば
西
耳
目
滅
亡
の
翌
年
に
代
王
と
な
り
、
西
は
烏
孫
の
故
地
か
ら
束
は
勿
吉
以
西
ま

で
勢
力
を
掻
大
し
た
と
さ
れ
る
。
太
和
十
五
年
に
孝
丈
帝
は
「
遁
武
の
建
業
の
勲
は
平
丈
よ
り
高
し
」
と
断

定
し
て
道
武
帝
を
太
組
と
す
る
が
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
平
丈
帝
の
功
績
は
太
租
に
値
す
る
も
の
と
許
債

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
の

「
貌
童
日
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
時
代
匝
分
の
護
想
は
、
李
彪
の

上
奏
の
中
に
現
れ
て
は
い
る
が
、
圃
史
に
お
い
て
は
ま
だ
そ
の
よ
う
な
時
代
匿
分
は
な
く
、
道
武
帝
以
前
と

以
後
は
未
だ
ひ
と
つ
な
が
り
の
時
代
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
道
武
帝
以
前
と
以
後
を
わ
け
る
歴
史
観
は
す
で
に
李
彪
の
上
奏
の
中
に
現
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
が
公
式
の
も
の
と
な
る
の
は
孝
丈
帝
の
太
和
十
五
年
七
月
に
廟
競
を
改
革
し
て
遁
武
帝
に
太
租
を
奉
じ

(
剖
)

て
以
後
で
あ
ろ
う
。
『
貌
童
日
』
巻
一
二
三
官
氏
志
に
引
か
れ
る
太
和
十
九
年
(
四
九
五
)
の
北
人
の
姓
族
詳
定

十

「
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(
お
)

を
命
じ
た
詔
に
は
「
皇
始
己
来
」
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。
李
彪
は
宣
武
帝
の
初
め
(
五
0
0
)
、
再
度
園
史
の
編
纂
を
求
め
、
次
の
よ

う
に
上
奏
し
て
い
る
(
『
貌
書
」
巻
六
二
李
彪
惇
)

0

φ

り
カ

こ
れ
我
が
皇
貌
の
中
華
を
奄
有
す
る
や
、
歳
は
百
齢
を
越
え
、
年
は
十
紀
に
幾

L
。
太
組
遣
わ
ず
基
を
聞
く
を
以
て
、
武
皇
時
を
奉
じ
業

と

お

ま

を
拓
く
を
以
て
、
域
中
に
虎
瞬
し
、
宇
外
に
龍
飛
し
、
小
は
往
き
大
は
来
、
品
物
み
な
亨
り
、
こ
れ
よ
り
以
降
、
世
々
そ
の
光
を
済
す
。

史
官
の
毅
録
、
未
だ
そ
の
盛
を
充
た
さ
ず
。

こ
こ
で
李
彪
が
想
定
す
る
固
史
は
、
明
ら
か
に
道
武
帝
以
降
の
百
年
間
を
釘
象
と
す
る
「
貌
史
」
で
あ
る
。
「
貌
史
」
を
も
っ
て
園
史
と
す
る

歴
史
観
は
こ
こ
に
生
ま
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
李
彪
が
従
来
の
圃
史
に
は
遁
武
帝
と
太
武
帝
の
許
慣
が
不
足
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
貼

に
も
注
意
し
た
い
。

た
だ
し
、
李
彪
に
と
っ
て
本
吉
に
重
要
な
の
は
道
武
帝
や
太
武
帝
の
事
績
で
は
な
く
、
孝
丈
帝
の
功
績
を
史
書
に
残
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

よ

た

び

ろ

く

た

び

の
た
め
に
李
彪
は
、
く
ど
く
ど
し
い
ば
か
り
に
孝
文
帝
の
大
功
を
二
十
も
数
え
上
げ
、
「
三
皇
を
四
し
て
五
帝
を
六
す
と
謂
う
べ
し
。
誠
に

し

宜
し
く
功
は
竹
素
に
書
し
、
聾
は
金
石
に
播
く
べ
し
」
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
孝
丈
帝
の
人
格
・
政
策
・
事
業
を
全
面
的
に
肯
定
し
賛
美
す
る
も

(
お
)

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
李
彪
の
国
書
の
目
的
は
、
孝
文
帝
の
功
績
を
史
書
に
遍
く
書
き
記
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
前
の
固
史
は
逼
武
帝
以
前
と
以

後
を
明
確
に
匡
別
す
る
盟
裁
は
と
っ
て
お
ら
ず
、
遁
武
帝
の
皇
帝
制
度
導
入
を
劃
期
と
す
る
認
識
に
も
乏
し
か
っ
た
。
ま
た
遁
武
帝
の
中
原
進

出
や
太
武
帝
の
華
北
統
一
の
意
義
も
そ
れ
ほ
ど
明
確
に
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
北
貌
の
歴
史
を
「
貌
史
」
と
い
う

概
念
で
と
ら
え
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
は
な
く
、
孝
丈
帝
の
漢
化
政
策
に
よ
っ
て
中
華
王
朝
と
し
て
生
ま
れ
間
変
わ
っ
た
と
す
る
自
覚
に
立
つ

と
き
、
初
め
て
皇
始
以
来
の
歴
史
が
「
貌
史
」
と
し
て
現
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、
這
武
帝
や
太
武
帝
の
重
頑
な
ど
歴
史
像
の
再
構
成
に
及
ぶ
の

で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
い
え
ば
「
貌
史
」
は
、
孝
丈
帝
の
漢
化
政
策
に
踊
結
す
る
中
華
王
朝
と
し
て
の
設
展
史
で
あ
っ
た
。

49 

と
こ
ろ
が
、
李
彪
は
景
明
二
年
(
五
O
一
)
に
亡
く
な
り
、
こ
の
園
書
は
完
成
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
仕
事
は
、
崖
光
を
へ
て
そ
の
甥

十

「

49 

「



L 」

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中
日
宍
)
日
・
c
a
E
待

ー「

50 

の
崖
鴻
へ
と
受
け
つ
が
れ
る
が
、
孝
明
帝
の
正
光
年
間
(
五
一
O

五
二
瓦
)
に
な
っ
て
も
出
来
て
い
た
の
は
編
日
の
み
で
、
そ
れ
以
降
は
何
も

進
展
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『
貌
書
』
巻
六
七
崖
光
惇
附
鴻
停
に
、

正
光
元
年
、
前
将
軍
を
加
え
ら
れ
、
高
雄
世
宗
起
居
注
を
修
む
。
光
、
規
史
を
撰
る
に
、
徒
ら
に
巻
目
有
り
、
初
よ
り
未
だ
考
正
せ
ず
、

た
ま
た
ま

闘
略
尤
も
多
し
。
毎
に
云
う
、
此
の
史
曾
我
が
世
の
成
す
所
に
非
ず
、
但
し
須
く
時
事
を
記
録
し
、
以
て
後
人
を
待
つ
べ
し
と
。
莞
に

臨
み
て
鴻
を
粛
宗
に
言
、
っ
。
五
年
正
月
、
鴻
に
詔
し
本
官
を
以
て
園
史
を
修
輯
せ
し
む
。
孝
昌
の
初
め
、
給
事
黄
門
侍
郎
を
奔
し
、

ち
か

で
散
騎
常
侍
・
斉
州
大
中
正
を
加
え
ら
る
。
鴻
、
史
甫
の
爾
き
に
在
る
も
、
未
だ
就
く
所
有
ら
ず
、

つ
い
で
卒
す
。

と
あ
り
、
国
史
の
編
纂
を
あ
き
ら
め
、
専
ら
起
居
注
の
整
備
に
閉
じ
こ
も
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
孝
丈
帝
以
降
国
史

編
纂
が
停
滞
し
た
理
由
は
、
李
彪
ら
の
歴
史
観
が
必
ず
し
も
首
時
の
人
々
に
麿
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
歴
史
観
の
分

裂
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
崖
光
は
死
の
間
際
に
な
っ
て
甥
の
崖
鴻
ら
に
「
死
を
以
て
固
に
報
い
よ
」
と
園
史
の
完

(
幻
)

成
を
託
し
た
が
、
そ
の
崖
鴻
も
貌
史
に
は
全
く
手
を
つ
け
る
こ
と
な
く
、
爾
朱
柴
の
時
代
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
北
貌
の
園
史
編
纂
の
流
れ
を
前
提
と
す
る
と
き
、
爾
朱
築
時
代
の
代
人
た
ち
が
修
史
を
濁
占
し
よ
う
と
し
た
理
由
も
見
え

て
く
る
。
例
え
ば
、
元
天
穆
は
孝
丈
帝
の
爵
制
改
革
で
王
爵
か
ら
排
除
さ
れ
た
「
疏
属
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
爾
朱
柴
も
代
々
北
秀
容
で
領
民
酋

長
を
し
て
き
た
家
に
生
ま
れ
、
孝
文
帝
の
改
革
と
は
無
縁
な
と
こ
ろ
に
い
た
。
ま
し
て
爾
朱
栄
集
圏
に
加
わ
っ
た
者
の
中
に
は
、
高
散
を
は
じ

め
、
平
城
時
代
に
北
遣
に
移
住
さ
せ
ら
れ
、
孝
丈
帝
の
洛
陽
遷
都
に
取
り
蔑
さ
れ
た
家
の
者
が
多
い
。
彼
ら
が
上
記
の
よ
う
な
「
貌
史
」
の
歴

史
観
に
反
護
を
感
じ
る
の
は
首
然
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
爾
朱
氏
が
立
て
た
孝
荘
帝
(
在
位
一
五
二
八
五
三
O
)
、
敬
帝
(
在
位
一
五
三
O

五
三
二
、
節
閲
帝
(
在
位
一
五
三
一
)
の
三
帝
は
、

い
ず
れ
も
孝
文
帝
直
系
の
子
孫
で
は
な
い
。
敬
帝
は
恭
宗
の
曾
孫
で
あ
り
、
孝
荘
帝
と
節
閲
帝
は
孝
文
帝
の
父
献
丈
帝
の
孫
で
あ
る
。
こ
れ
は

偶
然
で
は
な
く
、
爾
朱
世
隆
は
敬
帝
の
血
筋
が
疎
遠
で
人
望
が
得
ら
れ
な
い
と
考
え
、

わ
ざ
わ
ざ
代
え
て
節
閲
帝
を
立
て
る
の
で
あ
る
が

(
『
貌
書
』
巻
一

一
前
庭
帝
紀
)
、
こ
の
場
合
に
も
孝
丈
帝
の
血
筋
を
避
け
て
い
る
の
は
、
意
識
的
な
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
普
泰
元
年

十

「

てコ
し、
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(
五
三
二
の
元
天
穆
の
墓
誌
に
は
「
太
租
平
丈
皇
帝
之
後
」
と
あ
る
が
、
彼
の
監
園
史
と
し
て
の
歴
史
観
も
「
貌
史
」
を
拒
絶
し
た
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
代
人
と
漢
人
の
回
昨
史
観
の
封
立
の
背
景
に
は
、
孝
丈
帝
の
漠
化
政
策
を
め
ぐ
る
評
債
の
遣
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。一
方
、
貌
斉
革
命
を
契
機
と
し
て
貌
牧
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

『
貌
主
目
』
は
、
李
彪
ら
の
歴
史
観
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
は
あ
る
が
、
道
武

帝
以
前
を
序
紀
に
一
括
し
、
遁
武
帝
以
後
を
一
帝
一
紀
と
す
る
貌
の
園
史
は
、
こ
の
時
初
め
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
部
淵
の
時
十
鈴

山
を
あ
っ
た
と
さ
れ
る
園
記
の
内
容
は
、
わ
ず
か
一
巻
の
序
紀
と
這
武
帝
紀
に
ま
と
め
ら
れ
、
こ
こ
に
遁
武
帝
以
前
の
歴
史
は
完
全
に
「
貌
史
」

の
附
属
物
と
な
り
、
中
華
王
朝
へ
の
遁
を
歩
み
出
し
た
道
武
帝
以
降
百
六
十
年
の
歴
史
が
、
純
然
た
る
貌
の
園
史
と
し
て
再
構
成
さ
れ
た
の
で

(
お
)

あ
る
。
そ
の
際
特
に
這
武
帝
と
太
武
帝
に
つ
い
て
は
中
華
王
朝
と
し
て
の
琵
展
史
の
覗
貼
か
ら
記
事
の
迫
加
や
潤
色
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
各
帝
紀
に
附
さ
れ
た
史
論
を
み
る
と
、
合
田
然
孝
文
帝
紀
の
史
論
が
最
も
長
く
、
最
も
高
い
評
債
を
あ
た
え
て
お
り
、
孝
文
帝
以
前
を

「
威
武
」
の
時
代
、
孝
丈
帝
以
降
を
「
丈
数
」
の
時
代
と
匝
分
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
宣
武
帝
、
孝
明
帝
、
孝
荘
帝
に
封
す
る
評
憤

は
極
め
て
最
し
い
。
宣
武
帝
は
「
聖
考
の
穂
業
」
を
継
承
し
な
が
ら
「
垂
扶
し
て
無
矯
」
「
従
容
と
し
て
不
断
」
で
「
太
和
の
風
替
わ
れ
り
」

と
し
、
ま
た
孝
明
帝
の
史
論
で
も
「
貌
は
宣
武
よ
り
己
後
、
政
綱
張
ら
ず
」
と
す
る
。
孝
荘
帝
の
史
論
で
は
「
高
組
組
ら
ず
、
武
宣
廟
を
享
く

に
至
つ
て
は
、
三
后
鑑
を
下
し
、
一
拍
椋
固
よ
り
永
か
ら
ず
」
と
、
孝
荘
帝
が
父
の
彰
城
王
惑
を
武
宣
帝
と
し
て
太
廟
に
杷
り
、
孝
丈
帝
を
伯
考

に
下
し
た
こ
と
を
巌
し
く
非
難
す
る
。
す
な
わ
ち
、
孝
文
帝
の
政
治
が
宣
武
帝
以
降
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
北
貌
崩
壊
の
原
因
と
す
る

の
だ
が
、
官
一
武
帝
の
史
論
に
つ
い
て
は
す
で
に
周
一
良
氏
が
、
様
々
な
面
で
宣
武
帝
は
孝
文
帝
の
継
承
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
史
論
の

(

刊

日

)

評
慣
に
疑
問
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
孝
丈
帝
を
全
面
的
に
肯
定
し
た
ま
ま
貌
斉
革
命
へ
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る

『
貌
書
』

の
歴
史
観
が

現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
で
は
な
ぜ

『
貌
童
百
」
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
観
に
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
章
で
は
改
め
て
貌
斉
革
命
の

性
格
に
日
を
向
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
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説
斉
革
命
と
械
史
問
題

爾
朱
氏
に
反
旗
を
翻
し
て
こ
れ
を
破
っ
た
高
歓
は
、

五
三
一
一
年
、
洛
陽
に
入
城
す
る
。
高
歓
は
爾
朱
氏
の
立
て
た
節
問
帝
の
庭
遇
を
め
ぐ
っ

て
百
官
と
合
議
す
る
が
、
代
人
の
碁
憎
ら
は
、
爾
朱
氏
の
立
て
た
節
閲
帝
を
そ
の
ま
ま
奉
じ
る
こ
と
を
主
張
す
る
(
『
貌
書
」
巻
八
一
葉
儒
惇
)

0

し
か
し
、
清
河
の
崖
俊
ら
が
「
逆
胡
」
の
立
て
た
皇
帝
を
擁
立
す
れ
ば
高
歎
の
大
義
名
分
が
立
た
な
い
と
反
針
し
た
た
め
高
歎
も
こ
れ
に
従
つ

み
な

た
。
こ
の
際
「
余
謂
う
、
古
同
組
、
後
無
か
る
べ
か
ら
ず
」
(
『
貌
書
』
虫
色
一

一
出
帝
紀
)
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
そ
こ
で
孝
文
帝
の
孫
で
あ
る
孝
武

帝
が
選
ば
れ
た
と
い
う
。
恐
ら
く
こ
の
議
論
を
導
い
た
の
は
崖
俊
ら
漢
人
官
僚
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
孝
丈
帝
の
孫
で
あ
る
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
星
陵
は
そ
の
即
位
の
大
赦
の
丈
に
わ
ざ
わ
ざ
「
朕
、
孝
丈
に
託
睦
し
」
の
一
言
を
盛
り
込
む
ほ
ど
で
あ
っ
た

(
『
北
史
』
巻
五
六
貌
牧
惇
)

0

と
こ
ろ
が
、
孝
武
帝
は
高
歓
の
健
偏
に
甘
ん
ぜ
ず
、
閲
西
の
宇
丈
泰
を
頼
っ
て
出
奔
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
以
降
西
貌
で
は
代
史
へ
の
回
時
が

復
古
主
義
的
な
政
策
の
姿
を
と
っ
て
現
れ
る
。
ま
ず
漢
人
・
代
人
の
匝
別
な
く
代
園
の
園
姓
を
賜
輿
す
る
こ
と
が
始
ま
り
、
文
帝
の
大
統
二
年

(
五
三
六
)
十
一
月
に
は
始
租
紳
元
帝
を
太
組
と
し
、
道
武
帝
を
烈
租
に
戻
す
(
【
表
ニ
】
参
照
)
。
そ
し
て
園
姓
の
賜
奥
を
績
け
る
一
方
、
大
統

十
五
年
(
五
四
九
)
五
月
に
は
太
和
中
に
漢
姓
に
改
め
た
代
人
に
封
し
て
固
姓
に
戻
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
、
恭
帝
元
年
(
五
五
四
)

一
一
一
月
に
は
、

統
国
三
十
六
、
大
姓
九
十
九
の
部
族
を
復
興
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
園
姓
回
復
や
部
族
復
興

は
【
表
三
】

の
ご
と
く
、
西
貌
の
園
勢
が
援
大
し
北
奔
に
迫
る
時
期
に
相
官
し
、
ま
た
北
斉
に
お
い
て
は
貌
斉
革
命
や
『
貌
書
』
編
纂
の
時
期

に
首
た
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
孝
文
帝
の
孫
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
軟
に
擁
立
さ
れ
た
孝
武
帝
で
あ
っ
た
が
、

し
て
い
る
。
『
北
史
」
巻
五
孝
武
帝
紀
中
興
二
年
(
五
一
一
一
一
一
)
篠
に
、
高
歌
が
孝
武
帝
を
立
て
た
時
の
こ
と
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
方
で
は
「
代
都
の
奮
制
」
を
用
い
て
即
位

お
命

日
疋
に
於
い
て
仮
麿
帝
安
定
王
、
詔
策
し
て
輯
位
す
。
束
郭
の
外
に
即
位
す
る
に
、
代
都
の
奮
制
を
用
い
、
黒
艶
を
以
て
七
人
を
蒙
う
。
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『貌書』編纂時期の北斉・西貌

東委理・北予干の動き 西貌北)封の動き

547 武定5
①高歎の死。

大統13
c;侯宗(が離反。

548 武定6 大統14

549 武定7
②侯景が建康を陥落(⑤梁の武百の死)。

大統15
⑤園姓凶復(諮代人太手日中改姓者並令復

⑧高~~その死。 常)

550 天保 I⑤貌背革命。 大統16⑬て十四軍の制を立て北野に出兵

551 天保20貌書編纂の開始。 大統17⑥長楽公主を突阪に嫁がす。

552 天保3⑬長城を建設。 廃帝1②うで販が柔然主阿那瑛が自殺。

553 天保40鶏牧の専任となる。 廃帝2⑧成都を陥し、四川を支配下におく。

①九命の典を作る(始作九命之典、以殺

0貌書列俸の完成。 内外官詩人

⑬江陵を陥し、梁の元帝を殺して後梁

554 天保5
0鶏書十志の完成。

恭帝1 を立てる。部族復興(貌氏之初、統圏三
⑫長城を建設。

十六、大姓九十九、後多絶滅。至是、0高隆之の失脚と殺害。
以諸将J}J高者三十六園後、次者第九十

九姓後、所統軍人、亦改従其姓)。

555 天保6
0長城の建設(君主夫ー百八十蔦人きさ長城、

恭常2
0突肢が柔然を滅ぼす。

白幽州北夏口至恒州九百絵里)。

①六官の制を建てる(初行周雄、建六

556 天保7 恭帝3 官)。

⑩宇丈泰の死。

557 天保8 孝閣 1①貌周革命

560 皇建 10貌書の公開。 武成 2

[表三]

十

(
高
)
歌
、
そ
の
一
に
居
り
、
帝
、
艶
上
に
お

い
て
西
向
し
て
天
を
拝

L
詑
り
、
東
陽
、
雲
龍

門
よ
り
入
る
。
永
田
…
元
年
夏
四
月
戊
子
、
皇
帝
、

太
極
前
殿
に
御
し
、
群
臣
朝
賀
す
。

太
極
殿
で
の
即
位
は
貌
耳
目
以
降
に
形
成
さ
れ
た
即
位

(
況
)

儀
曜
の
停
統
で
あ
り
、
北
貌
で
初
め
て
太
極
殿
が
作

ら
れ
た
の
は
孝
丈
帝
の
太
和
十
六
年
(
四
九
二
)
の

」
と
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
孝
丈
帝
が
西
郊
の
祭
天

な
ど
数
々
の
鮮
卑
的
な
儀
躍
を
廃
止
し
、
南
郊
に
お

け
る
郊
把
な
ど
中
国
的
な
儀
植
を
重
ん
じ
た
こ
と
は
、

(
認
)

『
貌
童
日
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

は
孝
丈
帝
の
漢
化
政
策
は
北
貌
の
中
に
根
付
い
て
い

た
の
で
あ
る
が
、

一
方
で
は
「
代
都
の
奮
制
」
を
用

い
て
い
る
よ
う
に
、
北
貌
末
に
な
っ
て
鮮
卑
的
な
シ

ン
ボ
ル
の
復
活
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
孝
文
帝
以
前

に
お
い
て
は
、
孝
丈
帝
自
身
も
含
め
、
北
貌
の
王
権

は
漢
族
的
側
面
と
鮮
卑
的
側
面
を
兼
ね
備
え
て
い
た

の
で
あ
っ
て
、
孝
武
帝
の
即
位
儀
曜
は
こ
の
孝
丈
帝

以
前
の
北
貌
の
君
主
の
あ
り
方
を
復
活
さ
せ
た
も
の

「
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で
あ
る
。
城
の
東
で
即
位
す
る
こ
と
は
、
『
貌
童
日
』
巻
一
一
前
慶
帝
紀
建
義
元
年
(
五
二
八
)
一
一
月
己
巳
に
、
爾
朱
世
隆
が
敬
帝
を
立
て
た
時
の

こ
と
と
し
て
、
「
(
爾
朱
)
世
隆
等
、
王
を
東
郭
の
外
に
奉
じ
、
禅
譲
の
曜
を
行
う
」
と
あ
り
、
ま
た

『
北
史
』
巻
五
貌
本
紀
天
平
元
年
(
五

四
)
十
月
内
寅
僚
に
、
高
歌
が
孝
静
帝
を
立
て
た
時
の
こ
と
と
し
て
、
「
皇
帝
、
城
の
東
北
に
即
位
し
、
大
赦
、
改
元
す
」
と
あ
り
、
そ
の
こ

と
白
瞳
の
意
味
は
不
明
な
が
ら
、
孝
武
帝
と
同
じ
く
代
都
の
奮
制
を
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た

『
貌
童
日
」
巻
一

一
出
帝
紀

で
は
先
の
『
北
史
」
孝
武
帝
紀
の
記
事
の
「
代
圃
の
奮
制
」
に
閲
す
る
と
こ
ろ
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
高
歎
が
鮮
卑
的
な
即
位
儀
曜
に

か
か
わ
っ
た
こ
と
を
直
筆
す
る
の
を
避
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
北
貌
末
の
皇
帝
に
は
鮮
卑
的
な
側
面
の
復
活
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

で
は
勃
海
の
高
氏
と
し
て
即
位
し
た
丈
宣
帝
高
洋

の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
勿
論
、
漬
口
氏
の
研
究
に
あ
る
と
お
り
、
高
散
が
勃
海
の
高
氏
で
あ
る
こ
と
は
疑
わ
し
く
、
河
西
の
鮮
卑

で
あ
る
可
能
性
が
強
い
の
で
あ
る
が
、
丈
宣
帝
高
洋
が
勃
海
高
氏
と
し
て
即
位
し
た
こ
と
は

『
貌
書
』
に
そ
う
系
譜
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
疑
い
な
い
。

『
北
斉
書
』
巻
四
文
宣
帝
紀
武
定
八
年
(
五
五
O
)
五
月
辛
亥
僚
に
は
「
椋
代
の
瞳
は
一
に
唐
虞
、
漢
貌
の
故
事
に
依
る
」
と
あ
り
、
文
宣

帝
は
南
郊
で
即
位
し
、
壇
に
昇
っ
て
柴
僚
告
天
し
た
の
ち
太
極
前
殿
に
御
し
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
後
漢
の
光
武
帝
が
部
の
陽
に
壇
を
築
い

て
即
位
し
た
故
事
と
(
『
績
漢
書
』
志
第
七
祭
紀
上
)
、
曹
貌
で
太
極
殿
が
築
か
れ
て
即
位
の
場
所
と
な
っ
た
こ
と
を
継
承
す
る
も
の
で
、
南
朝
の

(
お
)

宋
の
武
帝
、
梁
の
武
帝
、
陳
の
武
帝
の
樟
代
の
際
の
即
位
儀
曜
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
印
位
の
儀
注
を
作
成
し
た
の
は
楊
倍
で
、
楊
倍
は
貌
牧
を
奏
上
し
て
鵡
代
の
詔
冊
を
書
か
せ
る
一
方
、
山
東
士
族
を
招
集
し
て

縄
代
の
儀
注
を
作
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
『
北
斉
書
』
の
丈
宣
帝
紀
に
「
一
に
」
あ
る
の
は
、
こ
こ
で
楊
情
ら
が
特
別
の
意
を
も
っ

て
王
権
の
鮮
卑
的
な
側
面
を
蹄
拭
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。

こ
れ
と
同
様
の
こ
と
は
丈
宣
帝
の
立
后
問
題
に
も
現
れ
て
い
る
。
丈
宣
帝
の
夫
人
は
超
郡
の
李
希
宗
の
娘
で
あ
っ
た
が
、
高
洋
が
即
位
し
て

中
宮
を
立
て
る
際
、
高
隆
之
と
高
徳
政
は
と
も
に
「
漢
の
婦
人
は
天
下
の
母
と
矯
す
べ
か
ら
ず
」
と
主
張
し
て
李
氏
立
后
に
反
封
し
た
。
こ
れ
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に
封
し
て
楊
惜
は
、
元
妃
は
改
め
な
い
の
が
「
漢
貌
の
故
事
」
で
あ
る
と
し
て
李
氏
立
后
を
主
張
す
る
。
そ
れ
で
も
な
お
高
徳
政
は
動
貴
の
歓

心
を
買
お
う
と
、
代
人
の
段
昭
儀
の
立
后
を
主
張
す
る
が
、
丈
宣
帝
は
楊
倍
の
意
見
を
採
っ
て
李
皇
后
を
立
て
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
貌
斉
革
命
で
は
、
王
朝
の
鮮
卑
的
な
側
面
は
捕
拭
さ
れ
、
文
宣
帝
は
純
然
た
る
漢
人
君
主
と
し
て
現
れ
て
く
る
。
こ
の
こ
と

は
圏
内
の
漢
人
官
僚
と
の
結
束
を
固
め
る
う
え
で
重
要
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
文
宣
帝
の
場
合
南
朝
を
意
識
し
た
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
時
、
梁
は
侯
景
の
乱
で
衰
退
し
、
武
定
七
年
(
瓦
四
九
)
二
一
月
に
は
建
康
が
陥
落
、
五
月
に
は
武
帝
が
死
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
(
【
表
三
]

参
照
)
o

こ
う
し
た
状
況
で
武
定
七
年
十
一
月
に
は
梁
の
斉
州
刺
史
、
徳
州
刺
史
、
南
珠
州
刺
史
が
、
八
年
正
月
に
は
楚
州
刺
史
、
{
疋
州
刺
史
、

洪
州
刺
史
が
州
ご
と
内
属
を
求
め
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
て
丈
宣
帝
の
即
位
の
前
年
ま
で
に
は
、
そ
れ
ま
で
准
水
を
境
と
し
て
い
た
北
朝
の
領

(
出
)

土
は
、
初
め
て
准
水
の
南
に
虞
が
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
か
な
か
決
心
の
つ
か
な
い
文
宣
帝
を
決
断
に
踏
み
切
ら
せ
た
の
も
、
南
人

(
お
)

の
徐
之
才
の
園
識
に
基
づ
く
勘
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
即
位
後
の
天
保
元
年
九
月
に
は
、
武
帝
の
第
六
子
の
部
陵
玉
吉
論
に
詔
し
て
梁
主
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
不
護
に
終
わ
っ
た
が
、
南
朝
へ
の
介
入
は
文
宣
帝
の
時
代
を
通
じ
て
績
く
の
で
あ
り
、
江
南
の
経
略
は
文
宣
帝
の
大
き
な
判
断

要
素
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
丈
宣
帝
に
と
っ
て
自
ら
を
純
然
た
る
漢
人
君
主
と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、

一
面
で
は
北
貌
の
王
権
の
鮮
卑
的
な
側
面
を
継
承
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
繭
譲
と
い
う
方
法
で
北
貌
の
王
権
を
継
承
し
た
丈
宣
帝
に
と
っ
て
は
、
著
し
く
正
統
性
の
根
擦
を
損
な
い
か

ね
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
が
深
刻
で
あ
る
の
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
西
貌
の
存
在
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
婁
太
后
や
動
貴
が
貌

(

日

刊

)

斉
草
命
に
反
封
で
あ
っ
た
の
も
、
西
貌
の
攻
勢
が
強
ま
る
こ
と
を
懸
念
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
現
貰
に
宇
丈
泰
は
こ
の
年
の
十
一
一
月
軍
を
率
い

(
訂
)

て
北
斉
領
内
に
進
軍
し
て
北
斉
の
動
静
を
う
か
が
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
貌
の
正
統
性
の
問
題
は
、
丈
宣
帝
に
と
っ
て
決
し
て
軽
頑
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
丈
宣
帝
が

『
貌
童
百
」
の
編
纂
を
命
じ
た

の
も
こ
の
問
題
と
か
か
わ
る
は
ず
で
あ
る
。
も
と
も
と
東
貌
で
は
孝
丈
帝
に
封
す
る
崇
敬
の
念
が
強
く
、
『
貌
主
目
』
巻
二
一
孝
静
帝
紀
に
「
帝

55 

を
推
し
以
て
甫
宗
(
孝
明
帝
)
の
後
を
奉
ぜ
し
む
」
と
し
て
孝
文
|
官
一
武
|
孝
明
の
皇
統
を
嗣
が
せ
て
お
り
、
天
平
元
年
(
五
三
四
)
十
月
に
即
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位
し
て
太
廟
を
杷
っ
た
際
の
詔
に
も
「
高
租
孝
文
皇
帝
、
乾
象
を
式
観
し
、
人
謀
を
術
協
し
、
武
州
よ
り
護
し
、
嵩
牒
に
来
幸
す
。
貌
、
奮
園

と
難
も
、

『
北
史
』
巻
五
貌
本
紀
五
に
は
孝
静
帝
の

そ
の
命
惟
新
す
」
(
『
貌
書
』
虫
色
一
一
一
孝
静
帝
紀
)
と
あ
り
孝
丈
帝
の
功
績
を
稀
え
る
。
ま
た

人
柄
に
つ
い
て
「
従
容
と
し
て
沈
雅
、
孝
丈
の
風
有
り
。
勃
海
王
高
澄
、
事
を
嗣
ぐ
に
、
甚
だ
こ
れ
を
忌
む
」
と
あ
る
。
す
で
に
孝
文
帝
の
漢

化
政
策
を
評
慣
す
る
た
め
の
歴
史
観
は
長
い
時
聞
を
か
け
て
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
た
。
た
だ
し
、

そ
れ
を
園
史
と
し
て
確
定
す
る
こ
と
は
な
お

代
人
の
監
圃
史
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
文
宣
帝
は
貌
斉
革
命
と
と
も
に
こ
の
障
害
を
除
き
『
貌
書
』
を
作
る
こ
と
で
自
身
の
権
力

の
確
立
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
丈
宣
帝
の
歴
史
へ
の
闘
心
は
非
常
に
早
い
段
階
か
ら
現
れ
る
。
す
で
に
天
保
元
年
八
月
に
は
、
王
公
・
丈
武
百
官
か
ら
庶
民
・
借

(
お
)

侶
を
封
象
に
、
史
料
の
提
供
を
求
め
る
詔
を
出
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
月
に
は
孔
子
の
子
孫
を
崇
聖
侯
・
邑
一
百
戸
に
封
じ
て
孔
子
を
杷
ら
せ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
孝
丈
帝
が
太
和
十
九
年
(
四
九
五
)
五
月
辛
酉
に
魯
城
に
行
幸
し
て
お
こ
な
っ
た
こ
と
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

「
貌
主
目
』
編
纂
の
詔
が
そ
の
翌
年
で
あ
る
の
も
、
例
え
ば
沈
約
の
『
宋
童
目
』
が
宋
滅
亡
か
ら
八
年
後
に
救
を
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
比
較
す

れ
ば

い
か
に
文
宣
帝
が
貌
の
歴
史
的
総
括
を
急
い
で
い
た
か
が
わ
か
る
。
『
貌
書
」

の
編
纂
白
樫
も
性
急
に
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

『
北
史
』
貌
牧
俸
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

(
天
保
)
二
年
、
詔
し
て
貌
史
を
撰
ら
し
む
。
四
年
、
貌
手
に
除
し
、
故
ら
優
す
る
に
時
力
を
以
て
し
、
専
ら
史
閣
に
在
り
て
郡
事
を

つ
か
さ
ど

知
ら
し
め
ず
。
初
め
、
帝
、
筆
臣
を
し
て
各
々
志
を
言
わ
し
む
る
も
、
牧
日
く
「
臣
願
わ
く
ば
束
観
に
直
筆
す
る
を
得
、
早
く
貌
書
を

出
さ
ん
」
と
。
故
に
帝
、
牧
を
し
て
そ
の
任
を
専
ら
に
せ
し
む
。

こ
の
よ
う
に
わ
ざ
わ
ざ
天
保
四
年
(
五
五
三
)
に
丈
宣
帝
は

『貌童日』

の
編
纂
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
「
敏
速
之
工
」
(
『
北
史
』
貌
牧
惇
)
と
呼

ば
れ
る
特
殊
な
文
才
を
も
っ
貌
牧
を
特
別
に
優
遇
し
て
編
纂
に
専
従
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
初
め
丈
宣
帝
は
、
意
見
を
下
か
ら
積
み
上
げ
る
方

式
で
の
編
纂
を
考
え
て
い
た
が
、
こ
の
貼
も
早
く
出
す
こ
と
を
優
先
さ
せ
貌
牧
の
一
任
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
、
貌
牧
の
他
に
も
五
人
の
史
臣
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
『
北
史
』
巻
五
六
貌
牧
停
に
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「
枚
、
引
く
と
こ
ろ
の
史
官
、
そ
の
陵
一
過
を
恐
れ
、
唯
皐
流
の
先
ず
相
依
附
す
る
者
を
取
る
の
み
」
と
あ
り
、
『
北
斉
室
田
』
在
四
四
弓
柔
停
に

「
貌
牧
、
貌
史
を
撰
る
に
、
柔
等
を
啓
し
そ
の
事
を
輿
同
に
せ
し
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
か
ら
貌
牧
に
都
合
の
よ
い
人
物
を
選
ば
せ
た
も

の
で
、
無
用
に
意
見
が
祖
師
し
て
編
纂
が
滞
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

胡
賓
園
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
歴
史
的
に
北
朝
の
史
書
編
纂
は
複
数
の
史
臣
に
よ
る
官
修
で
お
こ
な
わ
れ
、
南
朝
は
私
撰
に
よ
っ
て
お
こ
な

わ
れ
た
。
従
っ
て
沈
拘
の
よ
う
に
救
撰
で
あ
り
な
が
ら
こ
れ
を
一
人
で
捨
っ
て
い
る
の
は
、
南
朝
の
史
書
編
纂
が
私
撰
か
ら
官
修
へ
と
向
か
う

(

刊

日

)

過
渡
的
な
姿
な
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
封
し
て

『
貌
主
百
』
は
北
朝
の
官
修
の
惇
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
上
述
の
ご
と
く
賓
態
は
全
く
の

私
撰
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
制
度
と
賓
態
の
希
離
し
た
編
集
方
法
は
、
後
に
様
々
な
憶
測
や
嫌
疑
を
生
む
こ
と
に
な
り
、
械
史
問
題
へ
と
護

展
す
る
原
因
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
貌
斉
革
命
の
方
向
附
け
を
し
た
楊
倍
と
貌
牧
と
の
、
次
の
よ
う
な
舎
話
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
(
『
北
史
」
巻
五
六
貌
牧

惇)。

向
童
日
陸
操
、
嘗
て
(
楊
)
倍
に
謂
い
て
日
く
「
貌
牧
の
貌
書
、
博
物
宏
才
と
謂
う
べ
し
、
貌
室
に
大
功
有
り
」
と
。
倍
、
嘗
て
牧
に
謂
ひ

て
日
く
「
此
謂
う
、
不
刊
の
書
こ
れ
を
高
古
に
惇
え
ん
と
。
但
、
恨
む
ら
く
は
諸
家
の
枝
葉
の
親
姻
に
論
及
し
、
過
ぎ
て
繁
砕
を
矯
し
、

奮
史
の
瞳
例
と
同
じ
か
ら
ざ
る
の
み
」
と
。
牧
日
く
「
往
に
中
原
の
喪
乱
に
因
り
、
人
士
の
譜
牒
、
遺
逸
し
て
略
書
く
。
日
疋
を
以
て
そ
の

枝
汲
を
具
さ
に
書
す
。
望
ら
く
は
公
、
過
を
見
て
仁
を
知
り
、
以
て
尤
責
を
克
れ
ん
」
と
。

一
方
で
列
俸
が
あ
ま
り
に
家
語
的
で
煩
墳
な
こ
と
に
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
貌

楊
情
は
一
方
で

『
貌
童
日
」
を
絶
賛
し
な
が
ら
、

牧
は
、
中
原
の
士
人
の
譜
牒
が
散
逸
し
、
正
し
い
譜
系
の
継
承
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
事
情
を
述
べ
て
静
解
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
械
史

問
題
の
原
因
を
話
し
合
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
、
こ
の
合
話
に
基
づ
く
限
り
、
穣
史
問
題
は

『
貌
童
百
」
の
本
質
を
外
れ
た

副
次
的
な
部
分
で
護
生
し
た
問
題
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

57 

ま
た
こ
こ
で
は
代
人
の
陸
操
が

『
貌
童
日
』
を
高
く
評
慣
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
筆
者
の
知
る
限
り
、
陸
操
は
楊
惜
の
儀
注
作
成
に
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召
さ
れ
た
唯
一
の
代
人
で
あ
る
。
し
か
し
代
人
と
は
い
っ
て
も
、
陸
氏
は
鮮
卑
の
名
族
中
で
最
も
漢
化
に
馴
染
ん
だ
と
さ
れ
る
一
族
で
、
陸
操

い
わ
ば
孝
丈
帝
の
漢
化
政
策
の
成
功
例
と
も
い
え
る

も
若
く
か
ら
皐
業
で
名
が
知
ら
れ
丈
章
を
好
ん
で
い
た
(
「
北
史
」
径
二
八
陸
叡
附
操
惇
)

0

一
族
で
あ
り
、
楊
倍
も
「
陸
氏
代
々
人
有
り
」
と
迷
べ
て
い
る
(
『
陪
書
』
巻
五
八
陸
爽
惇
)
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

む
し
ろ
こ
の
陸
操
が

童
日
」
を
絶
賛
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
漢
化
政
策
と

以
上
の
よ
う
に
筆
者
は
、
貌
斉
革
命
は
、
鮮
卑
的
な
側
面
を
そ
ぎ
落
と
し
、
孝
丈
帝
の
漠
化
政
策
の
側
面
だ
け
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
も
の

『貌童日」

の
深
い
つ
な
が
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
勿
論
、
こ
れ
を
も
っ
て
北
斉
王
朝
の
全
面
的
な
性
格
と
規
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
少
な
く
と
も
貌
斉
革
命
の

時
黙
に
お
け
る
丈
宣
帝
と
楊
惰
に
は
そ
の
よ
う
な
意
固
が
明
確
で
あ
る
し
、
『
貌
書
」

の
編
纂
は
こ
の
貌
斉
革
命
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
孝
丈
帝
の
漢
化
政
策
を
全
面
的
に
肯
定
し
よ
う
と
す
る

「
貌
書
」
の
歴
史
観
は
、
こ
の
貌
奔
革
命
の
性
格
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た

「貌室田』

「
貌
童
目
」
は
官
修
の
正
史
で

の
性
格
か
ら
、
文
宣
帝
は
通
常
と
は
異
な
る
編
纂
方
法
を
貌
牧
に
と
ら
せ
た
。
こ
の
た
め

あ
り
な
が
ら
、
貰
態
は
貌
牧
の
私
撰
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
の
欺
師
性
が
根
源
と
な
っ
て
穣
史
問
題
へ
と
護
展
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
丈
宣
帝
が
太
武
帝
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
貌
牧
に
拘
束
し
た
北
貌
の
国
書
事
件
は
、
在
浩
の
園
書
が
鮮
卑
の
怒
り
を

買
っ
た
こ
と
に
端
を
護
す
る
事
件
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
機
史
問
題
で
『
貌
書
』
批
判
の
先
頭
に
立
っ
た
の
は
、
活
陽
の
宜
斐
、
頓
丘
の
李

庶
、
太
原
の
王
松
年
ら
漢
人
士
族
な
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
貌
書
』
完
成
と
同
じ
年
に
動
貴
の
高
隆
之
が
崖
季
箭
ら
の
議
言
に
よ
っ
て

向
書
に
禁
止
さ
れ
、
丈
宣
帝
に
鞭
打
た
れ
た
傷
が
も
と
で
死
ん
で
い
る
の
は
看
過
で
き
な
い
。
こ
れ
以
降
の
監
園
史
・
修
圃
史
が
全
て
漢
人
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
確
か
に
穣
史
問
題
で
は
獄
死
者
を
出
す
ほ
ど
激
し
い
封
立
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
書
の
意
味
で
批
判
を
封
じ
込

め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
代
人
達
の
歴
史
観
の
方
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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お

わ

り

北
貌
史
の
研
究
に
お
い
て
『
貌
書
』
が
史
料
中
に
占
め
る
割
合
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
北
貌
史
研
究
は

歴
史
観
の
影
響
を
受
け
て
き
た
し
、
ま
た
そ
れ
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
が
課
題
で
も
あ
っ
た
。
近
年
に
お
け
る
石
刻
・
丈
書
・
丈
物
史
料
の
整

『
貌
書
」
の

の
歴
史
観
を
相
封
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
面
的
な
歴
史
観

に
迫
る
こ
と
も
可
能
に
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
論
は
そ
の
前
提
と
し
て
、
特
に
『
貌
書
』
編
纂
の
背
景
や
北
貌
の
国
史
編
纂
史
に

理
・
護
見
・
研
究
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
大
き
く
蟹
え
つ
つ
あ
り
、
『
貌
主
日
』

お
け
る
歴
史
観
の
饗
遷
な
ど
を
検
討
し
、
「
貌
童
日
』
編
纂
の
目
的
と
そ
の
歴
史
観
に
つ
い
て
若
干
の
見
解
を
述
べ
て
き
た
。
も
と
よ
り
朕
況
詮

擦
を
積
み
重
ね
て
の
推
論
に
す
ぎ
な
い
が
、
今
後
の
研
究
の
方
向
と
し
て
幾
つ
か
の
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

孝
文
帝
以
前
の
国
史
は

「
貌
童
日
」
と
は
か
な
り
異
な
る
歴
史
観
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
孝
文
帝
以
降
少
な
く
と
も
『
貌
主
目
』
が
出
る

ま
で
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
観
も
保
持
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
孝
丈
帝
以
後
で
も
鄭
道
一
万
の

水
に
「
深
水
ま
た
東
北
し
、
白
狼
堆
の
南
を
、
運
る
。
貌
烈
組
遁
武
皇
帝
、
日
疋
に
子
い
て
白
狼
の
瑞
に
遇
、
っ
。
」
と
あ
り
、
ま
た
景
明
三
年
(
五

O
二
)
穆
亮
墓
誌
に
「
佐
命
列
組
、
廓
定
中
原
」
と
あ
り
、
回
一
平
元
年
(
五
二
ハ
)
元
康
墓
誌
に
「
烈
租
遁
武
帝
皇
帝
之
苗
育
」
と
あ
り
、
永

(
幻
)

安
二
年
(
五
一
九
)
元
維
墓
誌
に
「
烈
組
逼
武
皇
帝
之
玄
孫
」
と
あ
る
な
ど
は
、
こ
れ
と
何
ら
か
の
か
か
わ
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た

何
徳
章
氏
や
松
下
憲
一
氏
が
取
り
上
げ
た
「
貌
」
と
「
代
」
の
園
競
の
問
題
は
、
本
論
で
は
全
く
晴
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
歴
史
観
の

(
必
)

問
題
と
も
深
く
関
わ
る
。
本
論
の
考
察
か
ら
す
れ
ば
、
園
競
と
し
て
の
「
代
」
を
用
い
な
い
理
由
は
、
『
貌
書
」
が
殊
更
に
貌
と
代
を
切
り
離

『
水
経
注
』
潔

し
、
這
武
帝
以
降
の
貌
の
歴
史
の
み
を
圃
史
と
し
て
扱
っ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
察
す
る
機

舎
を
得
た
い
と
思
う
。
ま
た
遁
武
帝
、
太
武
帝
の
許
債
の
愛
遷
を
追
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、

や
は
り
最
も
肝
心

59 

な
の
は
、
孝
丈
帝
の
時
代
を
ど
う
捉
え
な
お
す
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
困
難
な
課
題
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
検
討
を
進
め
て
い
く

こ
と
で
新
し
い
北
貌
史
像
へ
の
展
望
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
論
で
は
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
筆
を
置
く
こ
と
に
し
た
い
。

十

「
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註(
1
)
岡
崎
丈
夫
「
貌
収
機
史
」
(
『
文
化
』
第
一
巻
第
五
競
、

年
)

0

(
2
)
こ
れ
に
は
余
嘉
錫
氏
が
反
論
を
加
え
て
い
る
。
「
四
庫
提
要
塀
訟
』

(
雲
南
人
民
出
版
刷
、
二

O
O
四
年
、
初
出
は
一
九
五
八
年
三
一

四
六
一
五
O
頁
。
し
か
し
ま
た
様
史
問
題
に
針
す
る
反
論
と
し
て
、

崖
林
束
「
説
《
貌
書
》
非

4
械
史
μ

」
(
『
江
漠
論
壇
』
、
一
九
八
五
年

第
五
期
)
が
あ
る
。

(
3
)

周
一
良
「
貌
牧
之
史
間
半
」
(
『
周
一
良
集
』
第
一
巻
、
遼
寧
教
育
出

版
世
、
一
九
九
八
年
、
初
出
は
一
九
三
四
年
)
。
内
田
吟
風
「
貌
書

序
紀
特
に
其
世
系
記
事
に
就
て
|
|
志
同
不
動
麿
皐
士
「
代
王
世
系

批
判
」
を
讃
む
|
|
」
(
『
史
林
』
第
二
二
巻
第
三
競
、
一
九
三
七

年
)
o

同
「
貌
書
の
成
立
に
就
い
て
」
(
『
束
洋
史
研
究
』
第
二
巻
第

六
競
、
一
九
三
七
年
)
。

(
4
)

演
U
童
図
「
高
斉
出
自
考
|
|
高
歓
の
制
覇
と
河
北
の
豪
族
高
乾

兄
弟
の
活
躍
」
(
『
秦
漠
陪
唐
史
の
研
究
』
下
巻
、
東
京
大
挙
出
版
舎
、

一
九
六
六
年
、
初
出
は
一
九
三
八
年
)
。

(
5
)

尾
崎
康
「
貌
書
成
立
期
の
政
局
」
(
『
史
的
学
』
第
三
回
虫
色
第
三
・
四

競
、
一
九
六
二
年
)

0

(
6
)

紀
議
「
一
個
千
士
円
求
索
的
重
要
史
逃
|
|
記
大
興
安
嶺
北
段
的
拓

政
鮮
卑
石
室
」
(
『
文
史
知
識
』
一
九
八
二
年
第
七
期
)
o

ま
た
氏
は

道
数
的
な
文
言
が
儒
教
的
な
文
一
三
口
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

指
摘
し
て
い
る
。
な
お
曝
仙
洞
刻
石
に
つ
い
て
は
、
米
文
平
『
鮮
卑

史
研
究
』
(
中
州
古
籍
出
版
祉
、
一
九
九
四
年
)
が
あ
る
。

(
7
)

川
本
芳
昭
「
貌
耳
目
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
民
族
問
題
研
究
に
つ
い

九

四

」

て
の
展
望
」
(
『
中
園
の
歴
史
世
界
|
|
統
合
の
シ
ス
テ
ム
と
多
元
的

設
展
|
|
』
東
京
都
立
大
串
出
版
舎
、
二

O
O
二
年
)

0

(
8
)

松
下
憲
一
「
北
貌
の
園
競
「
大
代
」
と
「
大
貌
」
」
(
『
史
的
学
雑
誌
』

第
一
一
一
一
一
編
第
六
競
、
二

O
O
四
年
)
0

(
9
)

拙
稿
「
一
一
一
長
・
均
田
雨
制
の
成
立
過
程
|
|
『
貌
書
』
の
批
判
的

検
討
を
つ
う
じ
て
|
|
」
(
『
東
方
皐
』
第
九
七
輯
、
一
九
九
九
年
)
、

同
「
『
貌
書
」
の
均
田
制
殺
速
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
(
『
大
阪
市
立
大

皐
束
洋
史
論
叢
』
第
一
一
波
、
二

0
0
0年)。

(
日
)
謬
銭
「
貌
牧
年
週
間
」
(
『
讃
史
存
稿
」
生
活
・
語
、
書
・
新
知
三
聯
圭
目

宿
、
一
九
六
三
年
)
は
初
め
貌
取
が
東
貌
で
修
園
史
と
な
っ
た
の
を

興
和
二
年
と
す
る
が
、
特
に
確
定
で
き
る
根
擦
は
な
い
。
筆
者
は
程

逗
が
御
史
中
尉
と
な
っ
た
武
定
初
め
の
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
る
。

二
度
目
に
修
凶
史
に
な
っ
た
の
を
武
定
元
年
と
し
て
い
る
の
は
明
ら

か
な
間
違
い
で
あ
る
。

(
日
)
「
資
治
通
鑑
』
巻
一
五
人
・
梁
紀
一
四
・
武
帝
大
同
十
年
「
丞
相

歓
多
在
耳
目
陽
、
孫
騰
・
司
馬
子
如
・
高
岳
・
高
隆
之
、
比
白
歓
之
親
盆
…

也
。
委
以
朝
政
、
鄭
中
謂
之
四
貴
。
其
権
勢
重
…
灼
中
外
、
高
十
多
専
恋

騎
合
貝
o

歓
欲
損
奪
其
権
、
故
以
澄
潟
大
将
軍
・
領
中
書
監
、
移
門
下

機
事
線
婦
中
書
、
文
武
賞
罰
皆
裏
於
澄
o
」

(
ロ
)
毛
渓
光
「
北
貌
東
貌
北
斉
之
核
心
集
圏
典
核
心
匡
」
(
『
中
央
研
究

院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
」
第
五
七
本
第
二
分
、
一
九
八
六
年
)
。

(
日
)
唐
の
監
修
凶
史
制
度
と
そ
の
内
存
に
つ
い
て
は
、
張
築
芳
『
唐
代

的
史
館
輿
史
官
」
(
私
立
束
呉
大
事
中
閥
的
学
術
著
作
契
助
委
員
舎
、

一
九
八
四
年
)
に
詳
し
い
。

十

「
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(
日
)
内
藤
湖
南
『
支
那
史
的
学
史
」
(
『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
二
審
、
筑

摩
書
房
、
一
九
六
九
年
、
初
出
は
一
九
四
九
年
)
に
は
「
北
朝
か
ら

始
ま
っ
て
、
以
後
唐
ま
で
の
聞
に
起
こ
っ
た
一
つ
の
愛
化
は
、
種
々

の
一
昨
史
の
編
纂
の
際
に
、
そ
の
編
纂
を
著
作
郎
に
任
せ
て
は
、
官
職

が
低
い
た
め
に
著
作
が
重
き
を
な
さ
ぬ
と
い
う
理
由
か
ら
、
賓
際
の

修
史
に
は
大
臣
を
以
て
之
を
領
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
で
あ

っ
て
、
こ
こ
に
大
臣
の
副
職
と
し
て
監
修
園
史
と
い
う
こ
と
が
生
じ

た
o
」
(
一
九
一
頁
)
と
し
て
い
る
。

(
日
)
な
お
貌
牧
の
「
前
上
十
志
啓
」
に
よ
れ
ば
、
十
志
は
貌
牧
、
辛
元

植
、
ヲ
柔
、
高
孝
幹
、
陛
仲
譲
、
泰
母
懐
文
の
五
人
で
編
纂
さ
れ
た
。

(
日
)
超
超
『
貌
音
南
北
朝
墓
誌
葉
編
』
(
天
津
占
籍
出
版
一
吐
、
一
九
九

二
年
)
、
二
七
六
頁
。
北
京
国
書
館
金
石
組
編
『
北
京
国
書
館
戒
中

園
際
代
石
刻
拓
本
匿
編
』
第
五
冊
(
中
州
士
円
籍
山
版
壮
、
一
九
八
九

年
)
、
一
四
八
頁
。

(
口
)
『
史
通
』
外
篇
・
史
官
建
置
「
洛
京
末
、
朝
議
又
以
園
史
首
専
代

人
、
不
宜
婦
之
漢
士
、
子
是
以
谷
纂
、
山
偉
等
更
主
文
籍
。
凡
二
十

能
年
、
其
事
閥
而
不
載
。
斯
蓋
猫
乗
夷
種
、
有
互
郷
之
風
者
鷲
。
」

(
同
)
同
絵
慶
「
『
代
歌
』
、
『
代
記
』
和
北
貌
園
史
|
|
図
史
之
獄
的
史

同
学
史
考
察
」
(
『
拓
政
史
探
」
生
活
・
讃
書
・
新
知
三
聯
書
庖
、
二

O

O
三
年
、
初
出
は
二

O
O
一
年
)

0

(
印
)
な
お
、
田
氏
は
「
代
記
」
を
本
来
の
名
稀
と
す
る
が
、
『
貌
書
」

に
は
「
図
記
」
と
あ
り
、
特
に
そ
れ
を
否
定
す
る
碑
由
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
『
陪
来
日
」
虫
色
二
一
二
経
籍
志
一
の
小
墜
に
『
園
語
員
歌
』

十
巻
が
あ
り
、
田
飴
慶
氏
は
凶
語
で
歌
わ
れ
た
「
同
県
人
代
歌
」
を
漢

字
を
用
い
て
表
し
た
の
が
こ
の
『
園
語
員
歌
』
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

61 

」

そ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
「
代
歌
」
は

「
園
歌
」
が
正
し
い
名
稀
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
同
様
に
「
代
記
」

も
俗
稀
で
「
凶
記
」
が
正
し
い
と
考
え
る
。

(
初
)
「
貌
童
日
』
巻
三
六
古
同
允
停
に
「
世
組
召
(
古
同
)
允
、
謂
日
『
図
書

皆
崖
浩
作
不
。
」
允
封
日
『
大
担
記
、
前
著
作
郎
部
淵
所
撰
。
先
帝

記
及
今
記
、
臣
奥
浩
同
作
。
然
浩
綜
務
慮
多
、
線
裁
而
己
。
至
於
注

疏
、
臣
多
於
浩
o
』
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
内
同
氏
は
前
掲
「
貌

書
の
成
立
に
就
い
て
」
に
お
い
て
「
恐
ら
く
此
は
太
宗
明
元
帝
の
内

政
、
世
岨
太
武
帝
の
始
光
、
神
廃
年
間
の
外
征
の
功
業
を
記
録
す
る

の
が
主
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
(
五
頁
)
と
述
べ
て
い
る

が
、
後
に
李
彪
の
上
奏
に
み
る
よ
う
に
梓
浩
の
園
記
は
部
淵
の
凶
記

を
引
き
繕
い
で
お
り
、
こ
の
三
帝
記
だ
け
が
担
倒
立
し
て
一
書
に
な
っ

て
い
た
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

(
幻
)
行
論
の
都
合
上
こ
こ
で
は
崖
浩
の
図
書
事
件
に
つ
い
て
は
樹
れ
な

ぃ
。
最
近
、
佐
藤
賢
「
崖
浩
抹
殺
の
背
景
」
(
『
歴
史
』
第
一

O
三
輯
、

二
O
O
四
年
)
が
向
学
説
史
を
整
理
し
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
。
ま
た
宗
治
の
園
書
事
件
が
そ
の
後
の
北
貌
の
図
史
編
纂
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
た
か
と
い
う
嗣
貼
で
北
貌
の
園
史
編
纂

史
を
論
じ
た
も
の
に
、
陳
識
仁
「
北
貌
修
史
略
論
」
(
黄
清
連
編

『
結
網
編
』
東
大
国
書
、
一
九
九
八
年
)
が
あ
る
。

(
包
)
「
貌
童
日
』
巻
一

O
八
之
一
雄
志
「
初
白
皇
始
、
迄
於
武
定
、
朝
廷

典
櫨
之
迩
、
故
綱
相
而
銭
之
」
0

「
貌
童
日
』
巻
一
一
一
一
上
霊
徴
志
八
上

「
今
録
皇
始
之
後
災
群
小
大
、
線
矯
霊
徴
志
」
0

『
貌
圭
目
』
巻
一
一
一
一
一

官
氏
志
「
皇
始
元
年
、
始
建
曹
省
、
備
置
百
官
、
封
秤
五
世
寸
o

外
職

則
刺
史
・
太
{
寸
・
令
長
己
下
有
未
備
者
、
隠
而
置
之
」
。

十

「
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(
お
)
北
貌
に
お
け
る
五
徳
の
行
次
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
川
本
芳
昭

「
五
胡
十
六
園
・
北
朝
時
代
に
お
け
る
「
正
統
」
王
朝
に
つ
い
て
」

(
『
貌
亘
口
南
北
朝
時
代
の
民
族
問
題
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
、

初
出
は
一
九
九
七
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(μ)
川
本
芳
昭
「
封
筒
制
度
」
(
前
掲
書
、
初
出
は
一
九
七
九
年
)
は
、

孝
文
帝
の
廟
競
改
革
・
毎
制
改
革
の
青
山
固
に
つ
い
て
、
千
文
帝
以
後

の
諸
帝
の
子
孫
と
の
間
に
あ
っ
た
一
鐙
感
を
う
ち
破
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
し
て
お
り
、
本
論
も
こ
の
意
見
に
し
た
が
う
。
前
掲

書
、
二
七
二
頁
参
照
。

(
お
)
『
貌
主
日
』
省
二
三
一
官
氏
志
「
太
和
十
九
年
、
詔
日
『
:
:
:
原
出

朔
土
、
奮
矯
部
落
大
人
、
而
白
皇
始
己
来
、
有
三
世
官
在
給
事
己
上
、

及
州
刺
史
・
鎮
大
将
、
及
品
登
王
公
者
一
潟
姓
。
若
本
非
大
人
、
而
皇

始
己
来
、
職
官
三
世
尚
書
己
上
、
及
品
登
王
公
而
中
間
不
降
官
緒
、

亦
篇
姓
。
諸
部
落
大
人
之
後
、
而
皇
始
己
米
官
不
及
前
列
、
而
有
三

祉
活
中
散
・
監
己
上
、
外
活
太
守
・
子
都
、
口
町
登
子
男
者
潟
族
。
若

本
非
大
人
、
而
皇
始
己
来
、
三
世
有
令
己
上
、
外
潟
副
将
・
子
都
・

太
守
、
川
田
登
侯
己
上
者
、
亦
第
族
0

・::』」。

(
お
)
そ
れ
を
列
記
す
る
と
、
「
合
徳
二
儀
(
天
地
の
徳
を
備
え
る
と

「
一
升
明
日
月
(
秩
序
を
も
ち
巌
正
)
」
「
慮
周
四
時
(
四
季
と
調
和
)
」

「
合
契
鬼
一
刑
(
精
気
を
合
わ
せ
る
)
」
「
遷
都
改
口
巴
(
洛
陽
へ
遷
都
)
」

「
総
長
是
協
和
(
世
を
正
し
て
和
す
る
)
」
「
思
同
書
軌
(
丈
字
と
車
幅

を
統
一
)
」
「
守
在
四
夷
(
四
夷
を
鎮
め
る
)
」
「
海
外
有
裁
(
海
外
を

鎮
め
る
)
」
「
種
目
岐
陽
(
周
の
櫨
を
尊
ぶ
)
」
「
張
印
刷
荒
岱
郊
(
泰
山
を

杷
る
)
」
「
繁
幸
幽
漠
(
北
透
を
巡
行
)
」
「
獲
伐
南
刑
(
刑
州
に
出

征
)
」
「
升
中
告
成
(
天
を
記
り
成
功
を
告
げ
る
)
」
「
親
由
民
宗
枇
(
宗

」

廟
利
稜
を
親
祭
)
」
「
衰
(
貫
無
関
(
天
子
の
職
事
を
完
遂
)
」
「
開
物
成

務
(
吉
凶
を
占
い
事
業
を
成
す
)
」
「
観
乎
人
文
(
人
文
を
観
察
し
て

天
下
を
教
化
)
」
「
革
弊
創
新
(
改
革
を
お
こ
な
う
)
」
「
孝
慈
這
沿

(
這
徳
を
由
民
め
る
と
で
あ
る
。

(
幻
)
『
貌
童
日
』
巻
六
七
崖
光
惇
「
(
正
光
四
年
)
十
一
月
、
疾
甚
、
救

子
姪
等
日
『
諦
聴
吾
言
。
:
:
:
吾
荷
先
帝
厚
思
、
位
至
於
此
、
史
功

一
小
成
、
残
有
遺
恨
。
汝
等
以
吾
之
故
、
並
得
名
位
、
勉
之
、
勉
之
、

以
死
報
岡
。
:
:
:
」
o

な
お
崖
鴻
は
『
十
六
図
春
秋
」
一
百
容
を
作

っ
て
お
り
、
本
来
こ
れ
は
貌
史
と
表
裏
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
私
撰
の
史
書
も
公
に
は
さ
れ
ず
、
司
徒
宗

光
の
権
勢
に
隠
れ
て
慶
一
く
惇
讃
さ
れ
て
は
い
た
が
、
正
式
に
朝
廷
に

上
奏
さ
れ
た
の
は
崖
鴻
の
死
後
、
永
安
中
(
五
二
八
五
三

O
)
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
崖
鴻
『
十
六
園
春
秋
』
の
歴
史
観
に
つ
い
て
は
、

川
本
前
掲
「
五
胡
十
六
園
・
北
朝
時
代
に
お
け
る
「
正
統
」
王
朝
に

つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
お
)
序
紀
の
史
論
に
「
終
於
百
六
十
載
、
光
宅
阪
中
。
共
原
固
有
由

実
。
」
と
あ
る
の
は
そ
の
こ
と
を
一
不
す
。
な
お
こ
れ
と
似
た
文
は

『
貌
童
日
』
巻
三
三
李
先
停
に
も
「
向
皇
始
至
斉
受
禅
、
賓
百
五
十
徐

歳
失
」
と
あ
る
。
こ
の
停
は
後
に
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に

引
い
た
文
章
が
貌
牧
の
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
序
紀
の

史
論
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
の
貌
収
の
文
章
を
踏
襲
し
て

い
る
可
能
性
は
あ
る
。

(
却
)
周
一
良
『
貌
音
南
北
朝
史
札
記
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
)

三
一
七
|
三
二

O
頁
の
「
貌
宣
武
帝
元
俗
」
の
項
。

(
鈎
)
口
口
春
膝
『
北
斉
政
治
史
研
究
|
|
北
斉
衰
亡
原
因
之
考
察
』
(
園

十

「
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去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中
日
宍
)
日
・
c
a
E
待
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立
豪
海
大
向
学
出
版
委
員
台
、
一
九
八
七
年
)
は
、
永
照
三
年
(
五
一
一
一

四
)

l
天
保
五
年
(
五
五
四
)
を
北
弁
優
勢
時
代
、
天
保
六
年
(
五

五
五
)
1
武
平
五
年
(
五
七
三
)
を
北
斉
北
周
均
勢
時
代
と
し
て
い

る
。
な
お
西
貌
の
園
姓
賜
輿
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
孝
武
西
遷
と
園

姓
賜
奥
|
|
六
世
紀
華
北
の
民
族
と
政
治
|
|
」
(
『
岡
山
大
型
文
且
宇

部
紀
要
』
第
三
八
競
、
二

O
O
二
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
但
)
金
子
修
一
「
中
園
古
代
の
即
位
儀
躍
の
場
所
に
つ
い
て
」
(
『
古
代

中
固
と
皇
帝
祭
記
』
汲
占
書
院
、
二

O
O
一
年
、
初
出
は
一
九
九
九

年)。

(
詑
)
こ
の
こ
と
は
、
康
梁
『
従
西
郊
到
南
郊
|
|
園
家
祭
典
輿
北
貌
政

治
』
(
裕
禾
山
版
一
吐
、
一
九
九
五
年
)
の
第
三
編
第
五
章
「
園
家
祭

典
的
改
革
」
に
詳
し
い
。

(
お
)
『
南
史
』
巻
一
宋
本
紀
上
、
水
初
元
年
六
月
丁
卯
係
、
虫
色
六
梁
本
紀

L
L
天
監
一
川
年
四
月
丙
寅
候
、
巻
九
陳
本
紀
九
、
水
定
元
年
十
月
乙
亥
係
。

(
但
)
李
高
生
『
侯
景
之
乱
輿
北
朝
政
局
』
(
中
園
枇
舎
科
皐
出
版
枇
、

二
O
O
J
一
年
)
、
一

O
四
頁
参
照
。

(
お
)
岩
本
篤
志
「
北
斉
政
権
の
成
立
と
「
南
士
」
徐
之
才
」
(
『
束
洋
風
ナ

報
」
第
八
O
を
第
一
競
、
一
九
九
八
年
)

0

(
お
)
『
北
史
』
巻
九
O
徐
春
惇
附
之
才
惇
「
之
才
少
解
天
文
、
兼
国
議

之
島
ナ
、
共
館
客
宋
景
業
参
校
吉
凶
、
知
午
年
必
有
草
易
。
因
高
徳
正

啓
之
、
文
宣
聞
而
大
悦
。
時
白
婁
太
后
及
勃
貴
臣
成
云
「
関
西
阪
是

勅
敵
、
恐
其
有
挟
天
子
令
諸
侯
之
辞
、
不
可
先
行
組
代
事
。
」
之
才

濁
云
「
千
人
逐
免
、
一
人
得
之
、
諸
人
成
息
。
須
定
大
業
、
何
容
翻

欲
的
学
人
。
」
又
援
引
詑
援
、
備
有
後
目
、
帝
従
之
。
登
昨
後
、
粥
見

親
密
。
」
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」

(
幻
)
こ
の
時
期
の
西
貌
と
北
斉
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
孝

武
西
担
増
と
園
姓
賜
奥
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
お
)
「
北
斉
童
日
」
巻
四
文
宣
帝
紀
天
保
五
年
八
月
庚
寅
係
詔
「
除
以
虚

寡
、
嗣
弘
王
業
、
思
所
以
賛
揚
盛
績
、
橋
之
高
古
。
難
史
官
執
筆
、

有
聞
無
墜
、
猶
恐
緒
三
口
遺
美
、
時
或
未
書
。
在
位
王
公
文
武
大
小
、

降
及
民
庶
、
愛
至
信
徒
、
或
親
奉
音
旨
、
戎
承
惇
傍
説
、
凡
可
載
之

文
籍
、
悉
宜
保
録
封
上
。
」

(
ぬ
)
胡
賓
園
「
南
北
史
学
異
同
」
(
『
漢
唐
閲
史
学
的
議
展
』
商
務
印
書

館
、
二

O
O
三
年
)
、
一
八
六
二
二
二
頁
。

(
羽
)
「
北
斉
書
」
巻
二
一

O
高
徳
政
停
に
「
楊
倍
即
ち
太
常
卿
邪
那
(
河

間
鄭
)
、
七
兵
尚
書
屋
俊
(
清
河
東
武
城
)
、
度
支
向
童
日
陸
操
(
代

人
)
、
信
事
一
土
所
(
北
海
劇
)
、
黄
門
侍
郎
陽
休
之
(
右
北
平
和
問
終
)
、

中
書
侍
郎
装
譲
之
(
河
東
開
宣
口
)
ら
を
召
し
儀
注
を
議
撰
す
」
と
あ

り
、
こ
の
他
に
も
崖
肇
師
(
清
河
東
武
城
)
、
山
告
卯
(
博
陵
安
平
)
、

崖
劫
(
束
清
河
郁
)
、
李
津
(
越
郡
栢
人
)
ら
が
加
わ
っ
た
こ
と
を

知
り
う
る
が
、
括
弧
に
示
し
た
本
貫
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
陸
操

を
除
い
て
全
て
漠
人
で
あ
り
、
さ
ら
に
装
譲
之
を
除
け
ば
み
な
山
束

士
族
で
あ
る
。

(
制
)
宮
崎
市
定
『
九
日
間
官
人
法
』
(
『
宮
崎
市
定
全
集
」
第
六
巻
、
岩
波

圭
一
目
庖
、
一
九
九
二
年
、
初
山
は
一
九
五
六
年
)
、
三
二

O
頁
。
長
部

悦
弘
「
陸
氏
研
究
」
(
中
園
中
世
史
研
究
舎
編
『
中
園
中
世
史
研
究

積
編
』
京
都
大
準
息
子
術
出
版
舎
、
一
九
九
五
年
)

0

(
必
)
越
超
前
掲
『
漢
貌
南
北
朝
墓
誌
柔
編
』
四
一
一
貝
、
九
一
頁
、
二
五

六
頁
。

(
必
)
何
徳
章
「
北
貌
園
競
奥
正
統
問
題
」
(
『
歴
史
研
究
』

十

一
九
九
二
年

「
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去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中
日
宍
)
日
・

c
a
E
待

ー「
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第
三
期
)
、
松
下
前
掲
論
文
。

コ附
貌記
書〕

空事
んは
料 E
t比企
丹字

予年
乙、)長
つ科
く事
北研
貌究
史費
像補
の助
再金
構(
成若
」手
に研
よ究
る B
研)

十
究
成
呆
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
二

O
O三
年
一
一
月
三
日
、

京
大
曾
館
で
開
催
さ
れ
た
束
洋
史
研
究
大
舎
で
の
口
頭
護
表
を
改
稿
し
た

も
の
で
あ
る
。
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REVIVAL OF CHINESE POTALAKA: THE PILGRIMAGE 

TO PUTUOSHAN ~W~LlJ IN LATE MING CHINA 

ISHINO Kazuharu 

During the Wanli era (1573-1620), pilgrimage to Putuoshan, the sacred island 

of Guanyin (the Goddess of Mercy _if), revived after a period of decline. By 

employing books about coastal defense, in addition to the various Putuoshan 

gazetteers and records of literati travel that previous scholars have used, we can 

obtain a more complete understanding of the Putuoshan revival and the political 

circumstances surrounding it. 

After the jiaqing-era &¥rf attacks of "japanese pirates" 1~M, local 

administrators strictly prohibited the pilgrimage to Putuoshan to prevent it from 

becoming a haven for pirates. Despite the vigorous opposition of the Zhejiang 

provincial commissioner i1JTiI~1~ and other local officials, many pious lay people 

and monks secretly continued visiting this sacred site and building small temples 

there. Moreover, the empress dowager and eunuchs made generous donations to 

this site. Where other scholars have attributed the growth in Putuoshan pilgrimage 

to lay activity and economic development, I argue that the imperial household's 

political influence was the decisive factor. 

The period at revival reached its climax in the early seventeenth century, 

Putuoshan gradually again became one of China's greatest sacred sites. By the 

revival's end, despite instability in the area, people were openly heading for 

Putuoshan from coastal ports in jiangnan (Southeast China) -such as Ningpo, 

Hangzhou, and Shanghai. 

THE COMPILATION OF THE WEISHU AND 

THE REVOLUTIONARY SHIFT FROM THE 

EASTERN WEI TO THE NORTHERN QI 

SAGAWA Eiji 

This study argues that the Weishu IDlI.f'f, a critical work in the study of the 

history of the Northern Wei ~tIDll., is a history whose production is intimately 
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history of the Northern Wei ~tIDll., is a history whose production is intimately 

-104-

L 

Ii 



II 

JlU'i"'t:lt)[')t ~t; 1!Z9!1i; ~ -% 2005' 06 !Z91lZ 

~ 

connected to the dynastic change From the Eastern Wei *IDl to the Northern Qi 
~t'A'. The compilation and editing of the histories of the Northern Dynasties was a 

delicate matter as it involved the sensitivities of the populace, and at the close of 

the Northern Wei a system was formed in which several historians 11~i15e. worked 

to together to compile an official history in the Historiographical Bureau 11~ 5e.filJ, 

which was established under a Chief Compiler of the Dynastic History ~i15e.. A 

high-ranking official from the Turkic Dai people ftA was assigned as Chief 

Compiler of the Dynastic History to oversee the editing of the ethnic Han 

historians. However, at the point of transition from the Eastern Wei to the 

Northern Qi, Han officials began to serve as Chief Compiler of the Dynastic 

History as well as historians. The Weishu was the history that appeared precisely 

at this turning point. 

The compilation of the history of the Northern Wei was begun during the 

reign of Daowu-di ~m:*, however when one reviews this history, the histories 

written prior to Xiaowen-di ~Xrt;' did not distinguish between the period prior to 

Daowu-di and that after him. In other words, one realizes that the periods prior to 

and after the advance of the Northern Wei into central China were understood as 

a single historical continuum. The periods before and after the advance into central 

China were clearly distinguished only after Xiaowen-di bestowed the posthumous 

title of great founder *ffrll on Daowu-di. After the implementation of Xiaowen-di's 

policy of sinicization, there was an increasingly strong push with ethnic Han 

historians playing a central role to make the starting point of the history an era of 

Huangshi ~~E;, the Chinese-style system introduced by Daowu-di. Thereafter, 

consensus could not be reached on how the history of the Northern Wei should be 

viewed, and the compilation and editing of an official history was not carried out. 

Moreover, after the collapse of the Northern Wei, when Dai officials critical of 

Xiaowen-di's policy of sinicization assumed the reigns of political power, there 

arose a push for a Dai official to create the dynastic history, and the system of a 

Chief Compiler of the Dynastic History was created. 

Transformation of the view of history was realized with the dynastic shift 

from the Eastern Wei to the Northern Qi. The revolutionary cession of power 

from the Eastern Wei to the Northern Qi was also a ceding of power from the 

Yuan clan 7t]3;; of Henan Luoyang irlJl¥fr-tr~JJJ to the Gao clan r.§'j]3;; of Bohai Tiao 

$hiflJ:~, in short, from barbarian to Han rule. Additionally, those that helped Gao 
Yang r.§'ji'i': to the throne at this time were ethnic Han aristocratic families from 

Shandong. The Weishu is a history that legitimizes this revolution in history. 

Reflecting the view of history of the Han aristocracy, the Weishu is the earliest 
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dynastic history to depict the history of Northern Wei as that of a dynasty of 

central China founded by Daowu-di. 

MING AND LING: ZHU XI'S INTERPRETATION OF :R$Z~I'H1 

KINOSHITA Tetsuya 

The phrase :R$Z~I'l'I1., $'I1.z~l'lili, itifiliz~I'l~~ at the beginning of the 

Zhong-yong r:p Jj' is one most heavily emphasized passages from the classical texts 

relied on in the Neo-Confucian thought of Zhu Xi *_. Just how this he 

interpreted this passage is fundamental to the framework of Zhu-xi's thought. 

In the commentary at the beginning of Zhu Xi's Zhong-yong Zhang-ju 

r:p •• iiJ, he states, "Ming is the equivalent of ling' riTr)$%ilL. This appears at 

first glance as an unproblematic, simple explication of the meaning of the 

character, and it has seldom been the addressed in previous studies. Yet, I 

believe this passage is of unusual significance, which I hope to illuminate in this 

study. 

Zhu Xi's interpretation directs his readers to replace tian ming :R$ with tian 

ling :R% in the Zhong-yong. Both words mean essentially the same thing, but 

ming applies to a specific person at a specific time, with a specific designation as 

directly personal mandate. Ling, on the other hand, can be summarized as being 

concerned with prescriptively applied duties of a post a specific post, applying to 

unspecified occupants. Zhu Xi's proposal to read tian ming as tian ling was a 

proposal to switch from the previous understanding of ming, which tended to see 

it as applied on an individual basis, to another in which all were assigned duties by 

heaven. By this switch, all things, which as living beings reside within a multitude 

of different circumstances, are assigned same tasks in their being, and thus a 

universal vision applicable to all was formed. 

In Zhu Xi's thought, humans being alive have common duties to all things 

assigned by heaven that must be fulfilled, and thus the concept of prescribed duty 

was established, and thereafter became the "ethos" in the formation of the 

"modern" societies of East Asia. 
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